
七ヶ浜町文化財調査報告書第 4集

― H召和52年度環境整備調査報告一

宮 城 県 宮 城 郡

ケ浜 町 荻 育 委 員 会

釉
大 ぎ木

沖
貝 づヵゝ塚



序

大木囲貝塚は昭和43年 3月 18日 国の史跡として指定告示され,直 ちに昭和43年

より同46年 2月 までの間に187,163.40ド の用地を買収した。

この貝塚は面積の広大なことにおいても又出土品の豊富で土器編年の基準にな

っている点においても,日本有数の貝塚であることは考古学関係者のひとしく認

めるところである。これら貴重な埋蔵文化財を保護し,そ の活用をはかるため史

跡公園として環境整備を行うことになり昭和43年 より実施しているが,52年度に

おいては試掘調査,囲柵,植栽工事,標識設置,広場造成等を行った。予算その

他の不自由な中にあって特に試掘調査においては数千年にわたる大貝層を発見し,

注目すべき成果をあげた。これら貝層は既に調査済の住居跡等とともに覆屋等に

より保護し,復元家屋などと併せて将来一般に開放したい希望をもっているが種

々制約があり遅々としているのは誠に残念である。

取急ざ52年度の成果をまとめて報告書作成に至ったが,こ の編集にあだっては

調査員八巻正文氏の努力に負 うところが大である。なお本報告書作成並びに環境

整備事業推進のため懇切にご指導下さった東北大学名誉教授伊東信雄氏並びに環

境整備指導委員会の委員の方々に深甚なる感謝を捧げます。

本報告書によって大木囲貝塚の価値を多くの人々に理解して頂き,更に研究者

の参考になれば幸甚と存 じます。

七ヶ浜町教育委員会教育長 三 浦 作兵衛
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調 査 概 略

A.大木囲貝塚の位置 (図版 I)

北緯38° 17'58″ から18′ 15″ の間,東経141° 2′ 36″から3′ 3)の間。地籍は宮城県宮城郡七ヶ

浜町大字東宮浜字東大木,西大木,北下方,南下方の四つの小字にまたがる。25,000分の 1地

形図「しおがま」

B.調査の目的―覆屋建設計画について

大木式上器が層位的に出土する貝層を発掘し,その地点に覆屋し,貝層を保存し展示するの

が目的である。

大木囲貝塚は,昭和47年度必後環境整備を行ってきたが,貝塚に見学に来てもいわゆる目玉

商品,見るに価するもの,見て感動するものがなく,単なる草原と大差がない。そとで大木囲

貝塚では覆屋建設,標識設置,縄文時代人の生活とかかわりの深い植物の植栽,大木囲貝塚出

上の遺物の集成,大木囲貝塚関係文献の収集を環境整備事業で行う予定である。

日本ではこれまでいくつかの遺跡で地層や貝層の展示を行ってきたが,いずれも保存技術が

未熟なため見学者に良い印象を与えていない。千葉市加曽利貝塚の貝層断面保存施設の例では

貝層断面にアクリルエマルジョンを注入し,鉄筋コンクリート造りの保存施設で覆屋した。覆

屋の大きさは224.24言 である。加曽利貝塚博物館の御教示によれば,貝層断面の保存はなかな

かむずかしく,断面が握色に変色し,貝層の下部では白いかたまりができる。このような変色

をおこさないよう現在実験中であり,保存科学の専門の職員を必要としており,維持費が年間

数百万円かかっている。それに化学薬品で固めてしまうとあとでその断面から資料を採取した

いと思ってもできない。また小規模のコンクリートの建物を貝層断面に覆屋するとなるとその

基礎のところを発掘し事前調査をせねばならない。また管理がたいへんで,ガラスが割られた

り,貝層が掘られたり,いたずら書きが絶えない。したがって団体客や特別の見学者の場合に

のみ見せるようにして,普段は一般の見学者には見せないようにするならいいだろうが,一般

の見学者がいつでも見れるようにするには,管理人が必要である。

以上のようにこれまでの貝層保存にはいくつもの欠点があるので,大木囲貝塚では,昭和48

年度に指導委員会の諸先生の御指導をいただき,次のような大規模な計画を立てた。

貝塚を大きな建物で覆い,そ の中で少しづつ発掘をして,そ の発掘しているところを学生 ,

一般の人々,研究者に見ていただく。博物館のガラスケースの中にある遺物を見るのにくらべ

大きな感銘を受けるとともに,遺跡と遺構と遺物のありかたを有機的にとらえることができる。

また最近の貝塚発掘は精密になり発掘に日数がかかるので,調査中風化及び盗難を受けないだ



けの設備が必要である。このような展示方法の例としては,ア メリカ合衆国ユタ州とコロラド

ナ‖1のチ寸寸境付近の有名なDINOSAUR NATIONAL MONUMENTが ある。

この「恐竜国立公園」では,恐竜の化石の出土する丘の斜面を体育館のような大きな建物で

おおい,化石を発掘し,研究をつづけている。見学者は年間50万人にものぼる。玄関は丘の裾

にあり,入ると事務室があって,パ ンフレットが置いてある。化石を収蔵する部屋,研究室が

あり,一般の見学者は,化石が露出している丘の斜面に張出したテラスに出て化石を発掘して

いるのを見ることができる。発掘は毎日しているわけではなく,研究のためどうしても必要な

時にのみ行っている。テラスにはタバコの灰皿,椅子,テ ーブルがおいてあって,説明文を書

いた標識があちこちにある。建物の壁はガラス張 りで照明はそれで間に合っている。以上DINO

SAUR NATIONAL MONUMENTについては尾崎 博博士に御教示いただいた。

しかしこのような大規模な覆屋建設には予算が非常にかかり,実現不可能ではないかという

意見が昭和51年度の指導委員会の席上出された。それにかわり,大木式土器が層位的に出土す

る2, 3の地点に小規模な覆屋を建設するしかあるまいということになり,今年度の試掘調査

が行われることとなった。昭和52年度は特に縄文時代前期の大木式上器が層位的に出土する地

点を試掘によって見つけだすよう目標をしばった。

なお,大木囲貝塚では昭和50年度から,東北大学工学部有機工業化学の山口 格教授の協力

により貝層保存実験を行っている。

C.調査関係者

調査責任者 伊東信雄 (東北大学名誉教授 )

調 査 員 八巻正文

参 力日学 生 東北大学大学院一大内 定,宮城豊彦,今泉俊文,梶原 洋,平野信一,松本

秀明。東北大学大学院研究生―佐久間 豊。東北大学研究生一小林和彦。東北

大学 3年一板垣直俊,菅沼 健,中神恭治,八木浩司。宮城学院女子大学一有

路裕子,遠藤裕子,岡部博美,加賀やす子,宮澤真弓,川村えり子,中鉢忠子

宮城学院女子短期大学―上野一恵,庄子弘子。東北福祉大学―船山政志。

作 業 員 佐藤鋼治,高橋 鉄,阿部はるえ,斉藤いずみ,佐藤千秋,佐藤とみ子,佐藤

則子,佐藤真利子,佐藤みちの,佐藤 ミノル,鈴木うん,鈴木けさの,鈴木と

め,我妻エイ子,我妻佳子

協   力 東北大学文学部考古学研究室,東北大学理学部地理学教室,岩渕康治。

指   導 東北大学理学部一西村嘉助,小元久仁夫,中田 高。

D.地区設定 (図版 H)

史跡全域を方眼に地区割した。海に向って舌状につき出ている丘の背に縦軸を設け,こ の縦



軸を3m単位でくざり,南から北にアルファベットA～ Tの記号を付ける。これだけでは60m

にしかならない。そこでさらにその上の単位として60mご とにA,B,C… の記号を付ける。縦軸

に直交する横軸 も3m単位で区切り,記号として数字を東から西に1～ 99を 3mごとに付ける。

しかしこれだけでは史跡全域をおおうことができない。そこで東部地域には最初にEを冠し,

西部地域にはWを冠することとする。例えば西部地域の地点,区はWAOOの ように表わす。基

準の石標はCA70地点及びFA70地点の 2ヶ 所に設けてある。

E.調査方法及び結果 (図版 H)

CF43,C S77,FF60,FF61の 4地区の試掘を行った。発掘に当っては 1つの発掘区を 2分

し,a tt b区 とし,一方の区を考古学専攻の八巻が担当した。この区では遺物のみならず,土

をもすべて採取し,後でその上を飾にかけて, どんな遺物をも見逃がさないようにした。他方

の区は地理学教室の学生の方々に担当していただき,こ の区では遺物だけをとり上げ土は収納

しなかった。考古学専攻の者と地理学専攻の者とでは,層の区分のしかたで時々意見のくい違

いがおこった。そこでC-14年代測定の資料は,貝層断面から採取した。しかし上層断面に線

を引いて層を区分していく場合も,区分のしかたに考古学の者と地理学の者とではちがいがあ

る。CF43,FF60,FF61地区の土層断面の区分の線引きは地理学専攻の者が行った。C S77地

区の土層断面の区分は考古学専攻の者が行った。それぞれの断面から,地理学教室の教官及び

学生がC-14年代測定のための資料を各土層断面の層の区分にしたがって採取した。

発掘終了後,土層断面により層序を再度検当し,発掘時における層の区分とのちがいを確め,

出土資料の層位を整理した (表 2,p.11)。 土をも捨てずに採取し舗に通し遺物
を収集したので

資料整理に非常に手間がかかった。そのためこの報告書ではC S77地区の結果
についてのみ詳

述した。ただし舗を通して収集した遺物は,非常に細く,遺物を分類整理する余裕がなかった。

試掘を行った4地区の結果は次の通 り。

CF43地 区は層位的に良いものではなかった。主として大木 1,2,3式土器が出土したが,上

層から下層に至るまでこれらの各型式の上器が混在していた。貝層も斜面の下端の
せいであろ

う,ス ガイ,ク ボガイ,コ シダカガンガラなどの転 りやすいものが主として堆積しており,し

かも破砕貝層であった。発掘区の大きさは1× lm,深 さ約 lm。

C S77地 区は未完掘でボーリング調査によればなお1 50cm下 まで貝層が確認されており,表土

からの深さは4mに及ぶ。大木 6,5,4,3式 土器が順次層位的に出土しており, さらに未発掘

の下層に大木 2,1式が続いていると考えられ,こ の 1地区で縄文時代前期の大木式上器が層位

的に出土するのを見ることができそうである。上層断面が冬期の凍結により崩れ
るのを防ぐた

め,土層断面に毛布を被せ,発掘区をビニールシートで被い,自 いタキロンの覆屋を建て,さ

らに風除けの垣をつくった (図版Ⅲ)。発掘区の大きさは2× lm,深 さ約2.5m。



FF60,FF61地 区では大木 1,2式が層位的に出上した。深さは150cmで貝の保存は非常に良

く,貝の色や模様も少々残っているほどである。この地区は大木囲貝塚でも標高が一番高いと

ころにあって,眼前には松島湾があり景観秀れ,是非保存展 /」 Aしたい貝層である。発掘区の大

きさはFF60が 2× lm,深 さ約 2 mo FF61が 1× lm,深 さ約1.8m。 (八巻正文 )



H.山内清男博士の発掘地点

山内博士は大木囲貝塚の 5地点,すなわちA, B, C, D, E地点を層位的に発掘し,大木

1, 2式をはじめ,繊維土器以降いわゆる厚手式の終末までに10余型式の土器が大木囲貝塚で

出土することを昭和 4年 5月 に発表した (山内清男1929a)。 間もなく昭和 4年 7月 の山内博士

の論文 (山内清男1929b)で初めて,大木 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9,10式なる一

連の大木式土器の名称が発表される。これらの大木 1～ 10式土器がさらに a, bに細別された

のは,昭和11年に発表された「日本考古学の秩序」の付表である「縄紋土器型式の年代的組織」

(山内清男1936)においてであった。この a, bの細別が大木囲貝塚の層位的発1/Bの成果によ

るか否かは不明である。あるいは他の地域の編年に照らし合わせ,他の地域のある型式と並行

関係を持つと思われる土器を抽出した結果, a, bの細別がなされたのかもしれない。ともか

く山肉博士の昭和 4年 5月 の論文を見るかざり,大木 1, 2式については出土地点・層位・土

器について述べられているが,大木 3～ 10式土器については,その後も山内博士自身によって

大木式上器と層位について詳しく公表されることなく今日に至っている。願うらくは山内博士

が発掘されたA, B, C,D, E地 点がどこだったのか明らかとなり,環境整備中に公表でき

れば幸いである。

伊東信雄博士によれば,山内博士は昭和 2年から4年にかけて大木囲貝塚で 7地点を発掘し

たという (図版Ⅳ-1)。 山内博士が発掘したこれらの地点のうちその位置がほぼ明らかなのは

A, B, Cの 3地点である (図版 H)。

A地点は,旧地主である佐藤千秋さんによれば,音山内先生という方が東北大学から来られ,

佐藤さん宅に宿し大木囲貝塚を発IFHし た。その時人骨が出上したのでその畑を人掘り畑と呼ぶ

ようになり,こ の時出土した人骨の霊を供養し,ク ロマツを植え祠を置き,大木の神様として

毎年お祭をして来たそうである (図版Ⅳ-2)。 伊東信雄博士の御教示によれば,こ の「人掘り

畑」がA地点に間違いないという。山内博士によればA地点では,土器はほとんど全部繊維を

合むものであって大木 1式土器である (山内清男1929a)。 図版 Vの写真は佐藤千秋さん宅に保

存されている大木囲貝塚の写真で,撮影者は山内博士。図版V-1の写真は,ち ようどA地点

のあたりに立って北方を向いて撮っており,入江が下方地区のずっと南にまで入っているのが

見え,入江をはさんで隣の丘陵の左道貝塚も写っている。

B地点は,伊東信雄博士によれば,音塩釜から来て舟を降り大木囲貝塚に上るが,そ の道を

登り切って台地に出るちようどその左のところだったそうである(図版Ⅳ-3)。 山内清男1 929ia

p.124によれば,こ の B地点の発掘によって D地点第 1層,第 2層の上器は,いわゆる厚手



式上器 (「加曽利 E」 に並行)の下層に出生することが半」明したという。伊東信雄1973p.16に

よれば,このB地点の発掘は昭和 2年秋に行われ,大木 8, 9,10式土器が層位的に出上した

という。これら山内 ,伊東両博士の記述を合わせてみると,こ のB地点で縄文時代中期の大木

式上器が層位的に出土する状態を見ることができそうである。

C地点は,伊東信雄博士の御教示によれば,大木囲貝塚の台地から要害部落に下りていく道

に向って左の台地の平なところであったが,こ の道からどのくらい離れていたか不明であると

いう。旧地主の佐藤寅松氏に現地で教えていただいた話では,大学で昔発掘した場所は大きな

杉の本 (こ の杉の本は最近まであったらしい)か ら10mく らい離れたところであったという.。

山内清男1929a p.124に よれば,こ のC麹点では下層から大木 1式上器が,生層からはいわゆる

厚手式より吉い 1型式が出土している。 (八巻正文 )



Ⅲ.層 序

断面や平面を観察して層をいかに区分するか,と いうことはむずかしい問題であるが,そ の

ように観察によって区分した上層下層を混乱なく一層一層はぐということは技術的に非常にむ

ずかしい。今年度は考古学専攻者と地理学専攻者とが共同で発掘したが,層の区分のしかたに

ちがいがあり何度も議論した。そこで発掘区を 2分 しa tt b区 と名づけ一方を考古学,他方を

地理学専攻の者がそれぞれ担当した。

1.層の区分

参考文献としては主として以下のものを用いた。

菅野一郎編 1975(昭和50年) 日本の土壌型 第10刷 農山漁村文化協会 東京

庄司力偉  1976(昭和51年) 堆積学 5版 朝倉書店 東京

ところで層移区分する一つのめやすとして次のような意見が出された。「貝をとってくる場合

にカキならカキだけをとってくるので,貝の種類をみて層を区分すべきである。」確かに,一種

類の貝だけが厚く堆積している例が他の貝塚では見られるけれども,大木囲貝塚ではそうした

例がない。大木囲貝塚の付近の海岸に貝をとりに行っても,砂泥地も岩礁のところも隣合って

おり,各種の貝がとれる。また作業員の話では,一種類の貝だけ煮るのでなく何種類の貝も混

ぜて煮ることが多いという。たとえそれぞれの貝を別々に料理しても,投げ捨てる時種類別に

投げるであろうか。さらに,投げすてたあとで貝殻がそのままいつまでも動かないわけでなく,

ころがりやすいつぶ類が下の方にころがっていって堆積しているのが普通である。また同じ貝

からなる層が 2層以上あって近接しており,それらの層に上下がある例も多いので注意を要す

る。

2.発掘方法

層の区分ができてもそのとおり掘る技術がなければ,せ っかく分けた層の遺物が混じってし

まう。そこで,以下のようないくつかの注意をしながら発掘していった。

a.断面 。平面をつねにきれいにし,層がわかりやすいように上の層から一枚一枚はいでい

く。

b.層の区分のはっきりしているところから掘る。

c,一つの層でも層の厚そうなところから掘る。

d.掘った上をためずに,どんどんあげる。

e.移植ごてはきっさきの方向に進みながら土をけずるようにし,ほろけた上があとに残ら

ないようにする。



f.層位的に良く発掘した資料に,発据に失敗した資料を混ぜない。

g.層の境に線を引きながら掘り進め,さ らに各層には名本しをつける。

3.層の記録

発掘に夢中になったり或は急いだり,準備ができなかったりして記録をとらなかったため,

資料整理に支障をきたすことがよくあるので,

a.発掘しながら記録していくこと。

断面には見られない層があったり,断面でみるよりも平面でみたほうが層をとらえや

すい場合もあるので平面にも注意して発掘し記録する。

発掘している人だけがわかっているのでなく,他の人もどのように掘っているのかわ

かりやすいように, きれいに発掘し,記録しながら発掘する。

経過の記録も重要である。

b.平面的広がりも記録する。

c.レベルの記録

断面に特定の垂直線を設け,層の境界のレベルを測定する。

d.断面図の作成

少くとも2面とる。

断面の位置がわかるようにしておく。

水糸レベルを記録する。

e.記録はできるだけ共通の基準を使用する。

1)各層の推移状態はつぎのように区分する。

明瞭 :1つの層から他の層に移るときの幅が<2 cm 実線――で図示する。

判然 :1つの層から他の層に移るときの幅が 2～ 5 cm 鎖線―・―・―で図示する。

漸変 :1つの層から他の層に移るときの幅が>5 cm 破線――で図示する。

2)土色は次の文献を参考にした。

小山正忠・伯原秀雄 1973(昭和48年) 新版標準土色帖 4版  日本色研事業株式会

社 東京

3)土性

調査法は,手のひらの上でしめした土壌をころがして棒状にのばす方法が基本的で,そ の

ほかに,ぬれた土壌や乾いた土壌を手のひらの_とでこすってみる方法がある。

小量の上壌を手のひらにとって,水でわずかにしめらせ,指で均質なかたいペースト状に

なるまでこね,そ れをできるだけ細いひも状にのばす (遠藤健治郎1960)。

粘土質の可塑性土壌 (埴土)では,長い細いひも状になり (太さ2 mm以下 ),そ れをまげる



と,こ われることなく輪になる。重土壌もまた細いひもになるが,そ れを径 2～ 3 cmの輪に

すると折れる。中壌土はもっとふといひも (3 mm)ま でで,こ れをさらにのばすか曲げると

こわれる。軽壌土はひきのばすと短い柔軟でないシリンダー (腸づめ状)になってしまう。

砂壌土はひも状にひっぱることはできず,小さな球になるか,指で圧した場合は扁豆状にな

る。砂土はころがしてかためることが全然できない。

礫つまり岩石の破片は 3 mm以上 (日本では 2 mm以上)の ものをいうが,こ れは目でよくわ

かる。礫が土塊中に分散している場合,細土について土性を示し,同時に礫の性質を示す (た

とえば角礫質の軽壌土)。野外調査のときには,礫のだいたいの量,その形 (中角礫 。中円礫

。小円礫),岩石組成,全面的な礫上の層の深さを示す。

土壌の機械的組成の野外研究法とその基本的な特色を模式的に示すと表のようになる。

表 1 土壌の機械的組成の区分とその特色

上 性

乾燥した自然状態の

外観およびそれを手

のひらでこすったと

きの外観

ナイフによる切断面

の表面

自然状態での物理性

乙ねてころがす試験

乾 燥 湿 潤

埴 土

粘質で均質,密な塊

(粉末)

なめらかで光沢があ

る

固く運結した塊,固

い団塊あるいは固い

構造単位

粘着性,可塑性のあ

る塊

ころがしてひもにな

る (太 さ2 mln以下)

曲げれば輪になる

壌 土

粘土分の多い不均質

な塊

平らであるが光沢が

ない

構造をつくるが固く

ない

可塑性の弱い塊 もっと太いひもにし

かならず, まげると

こわれる

砂壌土

砂分が多く粘上分は

わず力斗乙まざっている

表面にでている砂で

ぎらぎらしている

かたまりは非常に固

くない

非常に可塑性の弱い

塊

ころ力`してもひもに

ならず,た だざらざ

らした表面の小球に

固まる

砂 土
全く砂からなる 同 上 細粒質で,運結して

いない

可塑性を示さない ころがすことができ

ず,かたまらない

礫 土
細土とまざった礫か

らなる

礫をとりされば,残 りの部分は上記のいずれかの性質を示す

以上は宮沢数雄1975pp.363-365(菅野一郎編 1975)を引用した。



シルト (ねばりけのない粘土)に とむときはシルト質壌土 (Silt loam)と する。このほ

か必要におおじて礫質・察植質・泥炭質などの形容詞をつける。以上は井尻正三 o新堀友行

1972p.42を 参考にした。

4)緊密性

緊密性は土壌のいろいろな条件によって違う (機械的 。化学的組織,構造,しめつけ,生

物の作用,そのほか)。 また表層では農耕状態に影響される (休閑地 。古い耕地・牧野など)。

緊密性を精確に表わすにはいろいろな計器を使うが,野外調査では潟眼観察でつぎのよう

イこ区別する。

非常に緊密 土壌はシャベルで掘ることができず,ノ ミやツルハシを必要とする。乾燥状
態では非常に緊密な塊になる。ナイフのさきで線をひくと,細いつやのある線がひける。ナ

イフのさきはおしても土中に入らない。このような固さは,機械的成分がコロイドゲル (た

とえだ酸化鉄,珪酸など)でセメントされたためである。

緊密 細土質の無構造な,孔隙の少ない土壌に特徴的。シャベルで掘るのが困難である。
ナイフでひいた線は前者よりも深くはいり,かつ,にぶい色をしている。ナイフのさきはや

っと1～ 2 cm入る。

やや密 小さな構造がよく発達した土塊,ま たは相互に弱くむすびついた機械的成分から
なる土塊に存在する。シャベルはらくに入 り,土塊をほうり出すとばらばらになる。ナイフ

でひいた線は深く,ま っすぐあるいはややでこばこで,つやがない。ナイフはらくに数cmも

ノくる。

疎 土粒間の結びつきが最も弱い。土塊はシャベルでらくにとりだすことができ,乾燥状
態では非常にとびやすい。ナイフは自由に入る (疎慈な砂)。

軟 十分膨軟な土塊にみられる。ナイフの跡は深くつく。しめった土塊を手でにぎると団
塊になる。シャベルでも,板でも,靴のさきでも土をかき出すことができる。耕作直後の熟

畑にみられる。

以上にのべたスケールは乾燥ないしわずかにしめった状態の上塊にしか適用できず,すべ

てを表わせないので,こ とばで補足する (膠着質 。粘質など)。

以上は宮沢数雄1975P.368(菅野一郎編 1975)を引用した。

発掘終了後,貝層断面を見て層を検当した。発掘中にL6に入る層としてとらえた層が,据

り上がった断面をみて層を大別してみると, L4に入れた方が良い場合があるし,据 りまちが

えて何層にもわたって掘ってしまい,L5出 土とした一袋の遺物はいくつかの層のものであっ
たりする。そこで,遺物に記入する層名は発掘中に記録した層名でなく,発掘終了後十分検当

した層名を使った。層の大別は算用数字,細別はアルファベットの小文字を使ったが,遺物の



出土した層が一層に限定できず何層にもわたってしまった場合には,遺物にそれらの層名をす

べて記入するのがたいへんなので, L4c, f, 畠をまとめてL4イ として記入することとした。

(八巻正文 )

表 2 C S77地 区層あわせ

発掘中に記録した層序 修 正 層 序 名

a 区 b 区 a 区 b 区

L  l L  l

L  2 L  2

L  3 L3a

aL3_L L3b

aL3中 bL3中 aL3c bL3c

aL3ド aL4c

b L 4 L4ab

b L 5 bL4c

a L 5 L4c,f,g=L4イ

b L 6

a L 6 L4h

aL6 L L5b

aL6イ L5c

aL6ロ L5d

aL6′ L5e

aL6ニ L5宮 h

aL6ホ L5ri

a L 7 L5,

b L 7

aL7イ bL7イ aL5に 1 bL5kl

aL7ロ L 6 a

aL7′ L 6 b

a L 8 L 7

b L 8 L8bc

bL8イ L8b

発掘中に記録した層序 修 正 層 序 名

a 区 b 区 a 区 b 区

b L 9 bL8d

a L a L8a

aL9イ aL8d上

aL9c aL8d上

aL9d a L8dr,

aL9e aL8d下

a L 10 b L 10 aL8d下 bL8d

a L10b b L10イ aL9a bL9a

b L10ロ bL9b′

b L10ハ bL9b′

a L10c し■上

a L10d L9b

b L ll

a Llla aL9b

a Lllb L10a

b Lllb L9d,11

aLllc,d L ll下

b L 12 L10b

a L12a a L13b

a L 13 a L10b

b L 13

b L13イ b L13b上

b L13b L13c

b L 14 b L13b下

b L14b L14a

b L14c L14c

b L 15 L14c

b L15イ L14b

b L15b L14d

11



表 -3 C S77地区層序

色名番|: L 色 身尊ま仲生 L性 含 有 物 員 の 種 類 貴層の種 類 偏

L l 25Y% 暗灰黄色
やや密

励暗砂
麦 L

L 2 25Y χ
黒褐色

保職 (→
鞠 粒多し

骨片,買片含む
不   明

L3 10YR/ 裾 色

(L2よ りも赤味強t→
擬扱確鵠膵立,骨 ,貝

片多し
不   明 縄史寺代の層

し3b 25Y R/ 陥

(3aよ う黒っばい)
軟

疑灰岩粒,炭 ,任片
一部落ち込みあり, aを のみに分粕i

し 3 5Y / 階オリーブ

(3aよ りやや責也)
やや密

疑夕認キ立多し

骨片含む

L4 10Y R% 黒褐色

傑味強(→

骨,炭

触 (岩働

L4b 25Y % 錨 色 霊賠 立
bXのみ,レン刑犬

し 4 10Y R(%
黒褐七

(4aに欄以)
膜

炭,骨多し

凝灰岩立,貝微壇
不   明

L4d 10YR % 階褐色

(lcに 類似するもやや明るい)
軟

翻曙 ,眈 骨,炭
凝灰岩砂がレンズ状に人っている

L4 25YR%
オリー71S色 凝灰岩多し

翻グ3齢少がレンズ状に入っている

L4r 10YR χ
黒褐色 旨,炭,融皓

と面に魚骨層あり

し48 10YR/ 褐 色 翻 幹 腿
a区に分布

L4h 5Y  % 海謝

'昭

占洋立

L5a 75YR% 明褐色
やや密 七としてblとに

LSb 10YR 夕を
灰責褐色

獣
炭,員微豊

alたのみ

L5c 10YR χ
にパい黄褐色 買部分的に密

スガイ,イ ガイなど 那 Ila 民の分4は a区のみ

LSb 5Y  % latオ リーブ 凝灰岩粒,貝微せ
不   明

し 5 5Y  /
'音

オリーブ

(5dに 類1"

凝灰岩粒,烏骨多し

貝,獣骨,魚肯

力■,スガイ,アサリ
マテガイなど

混LjR層
5dに制以する力嗅,凝灰岩粒,骨な

どセ多く含む

し5f 10Y R %
にAい貨掲色

tk
炭,灰,貝 混上貝層

(5cよ りは貝少し)
aIXのみ

L58 10 Y R %
にAい黄揺色

軟
炭,貝腿

オ■シンミ,スガイなど a隠かみ

25Y% 黄掲色 民,竹,凝灰岩粒
不   明 淀貝J置 層のにド面に郎割置あり。 aをのみ。

し5 ■5Y R%
にAt璃色
(5hよ り赤黒い)

炭,員 ,魚骨
マグリ,アサリなど

麒 距

(�め的に貝の割貿多し)

L5i 75YR% 明褐色 貝,炭微重 力■など 《ヽ 的に貝がある aモにレン料民にある。

し5に 75Y % 暗オリーブ

黄 緑

岩,用又若眈

貝微壇
不  明 aたのみ

し51 5Y % 暗オリーブ

(やや明るい)

凝灰岩砂,炭 ,

貝微毯
不   明 L5に より炭少ない

L6 7 5Y Rχ
裾 色 灰̈ アサリ,ス ガイ,ハマグリ

オキシツミ,力 ■など
純決層 ことしてaをに。悟はうす(



層 ナI 色名番
':

上 色 緊離 と 性 合 有 物 員 の 種 類 員層の種類 怖 考

し6b 7 5Y Rχ
明掲色

ι卜っば,→
軟

炭,員微電
不   明 主としてa区

L 7 ■5Y χ
灰オリーブ

(やや緑)
7グ リなど 麒 援 主としてa区

L8a %
明赤褐色 脚

賤
不   明 部分的

L86 6Y % 暗オリーブ 炭,損
スガイなど 《氏的に員がある ことしてb区

L8c 25Y% 黄渇色 炭,員微量
不   明 b区のみ

L8d と5Y %
F旨灰黄 炭,損 スガイ,ク ボガイ,ハマグリ

など
純負層16圧い

L9a た5Y % 灰オリーブ 凝灰岩粒,貝

炭
カキ, 麒  [」置

5Y % オリーブ

(Lよ り黄味強し)

凝灰岩立,貝 スガイ 一部に貝がある ド面に魚仰目

5Y % 贈オリーブ 見 凝灰岩砂
麒 鰹

し9c 5Y % オリーブ

(9bよ り褐色野倒 継
市
灰

い
具

不   明 b区のみ

5Y % オリーブ

(9cよ り黄味強し)

勘嘲 班 炭

員
不   明 b区のみ

L10a 10YR χ
に本い黄編色

凍
員 マテガイ多し

スガイ多し
鯛 冒 alだのみ

10Y R% 褐 色
軟 醐醜

禾  明

10Y R/ 褐 色

(ヒよりやや黒 〕ヽ 炭，貝醐
スガイかをと 混上剣冒または混損劃置 b四のみ, Lよ う炭多し

L ll 75Y % 灰オリーブ

醜脚
不  明

10Y R%
1艶

b,なDみ

L12b 75Y χ
1文オリーブ 民,炭 スガイ,ケ ボガイ

イシダタミ
混鰺υ習

bXのみ, L12aとの間に凝灰岩醐置
がある

5Y % 黄 色 凝灰七砂
bIXのう

5Y / オリーブ

(にようやや槃い)
凝恢粒,炭

貝
blXのみ

10YR%
にAい黄褐色 0ぐ 4/7j的

ブロック状

し13b 10Y R%
灰黄裾色

(Lよ り赤t→
卸魚一只

¨
灰

スガイ,クボガイ,マテガイ
カリガネエガイ,イ シダタ

組可督

5Y  %
オリーブ黄

やや猪 タガイなど 混民tJS
ととしてb区にみられるが, a区 にも
のびる

L14a 75Y %
灰オリーブ

軟
炭,lR,鴛窯 ハイガイ,ツメタガイ

スガイ,ハマグリ
綱 目または況と民1目 aXにものびる

L14b 75Y% 灰オリーブ ケR/1ヽ壁,骨
スガイ,ク ポザイ 混貴I」S

L14c ■5Y % 灰オリーブ
スガイなど 混貝Lle

10YR%
にAい黄掲色

(iよ リホtヽ )

民
イガイ,ク ボガイなど 純沢摺または毘 L貝層



Ⅳ。大木 3・ 4・ 5・ 6式土器

A.縄 文の復元 (図版 VII～ XI)

今回出上した土器の主たるものは大木 3式土器であった。この時期には特殊な縄文がつかわ

れているが,適当な解説書がない。そこで各層出上の土器の説明に入る前に,大木 3式土器の

縄文について説明しておいた方がわかりやすい。

大木 3式土器には, 2つ の特徴的な縄文がある。 1つは 2段にわたって撚 りの方向が同じ縄

文, もう1つは付加条縄文である。以下この 2種類の縄文について述べるが,縄文に関する記

号 (J.r.L.Ro S.Z,0.I.H段 )は芹沢長介1957pp.40～ 45を参考にしている。

1, 2段にわたって撚 りの方向が同じ縄文については次の通りである。(図版Ⅶ,Ⅷ-7)

O.I段の撚 りが同じもの

I.H段の撚 りが同じもの

付加条縄文については次の通 りである。(図版VIⅡ -9～ 14,IX,X,XI)

I段の縄を軸とし,O段の縄を巻きつけたもの
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図版Ⅸ-18.19は O.I段の撚 りが同じである。図版Ⅸ-16.17は網目状である。これはLの

縄に ι或は rの縄をZ巻にし,次に S巻にすれば網目状になる。Rの縄の場合はι或は rの縄

を S巻にし,次にZ巻にすればよい。

図版Ⅸ-15は , rを軸である縄に巻いていく時,途中で軸に直交に巻いたものである。

図版Ⅷ-13は ,R′を軸としJを Z巻にしたものであるが,写真にみるように条があく。このよ

うに条のあく縄文は大木 3式土器に割合多く見られる。これは三本撚でもあるが, 3本のうち

の 2本を軸とし他の 1本を巻きつけているため付加条となり,器面にころがされると,三本撚

とイよっきりちんゞってくる。

図版Ⅸ-19は ,こ のように I段の縄を軸としO段の縄を巻きつけたものを,H段に撚ったも

のである。

(2)H段の縄を軸とし,こ れに縄を巻きつけたもの
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巻きつける縄がO段のもの (図版X-20,21,22,23,

版X-25,26,� -27)と がみられる。

24,図版XI-28)と ,I段のもの (図

図版X-24は網目状。O段の縄をまずZ巻にし,次に S巻にすれば網目状になる。

軸になる縄,巻 きつける縄,ど ちらの縄にもOI段 の撚 りが同じ方向のものが認められる。

また,図版XI-28の軸になっている縄は, I,H段 の撚 りの方向が同じである。

図版X-26はLrが 3本つかわれているので三本撚縄文に類似している。RLの撚 りがゆるい

と二本撚になる力ゞ,RLの撚 りをきつくするとRLの 電ヽに巻きつけるLrのホ亀はRLの縄より外に

なり,付加条となる。

(3) 和ヨい糸電とテ(い糸篭

図版Ⅷ-9,10の ように細い縄と太い縄を撚ったものも一種の付加条縄文となる。No 9の よ

うに太い縄に細い縄を巻きつけた I段の縄をさらにⅡ段にした縄文もみられる。

14)付加条縄文の類例

付加条縄文は上述のほか,硬い方の縄に柔かい縄を巻いてもできる。また同じ撚 りの縄が 2



本あった場合,そ れらの縄が同じ太さ。かたさでも,一方の縄を軸とし,他方の縄を軸にから

ませれば付加条縄文となる。

(5)復元のむずかしい場合

付加条縄文は,軸とする縄とこの軸に巻きつける縄とから成っている。縄を器面にころがし

たとき,軸とした縄が器面に押されず,軸に巻きつけた縄の方だけが器面に押されれば,軸と

した縄の種類を知ることができない。しかも軸が縄でなく,竹・木 。草などを軸として縄を巻

いた撚糸文とも区別ができないこととなる。

〔考察〕

付加条縄文は,軸に縄を巻くという点で撚糸文と原体の作 り方が同じである。大木 2式土器

の縄文は撚糸文が盛行しているので,付加条縄文の起 りは大木 2式土器の撚糸文に求めること

ができよう。

興野義-1968 a p.8に よれば,「大木2b式でいったんすっかり姿を消した縄文が,こ こで再び

あらわれ,そ れと共に繊維混入の手法がばったりと絶えてしやう。層位的観察によっても大木

2b式の地文と大木 3式の縄文回復による両者の画然たる相違には,変化が余りに突発的で,土

器変遷の連続性が信じがたいほどである。これはいかなる規制によるものであろうか。私は諸

磯文化の急激な進入によって,自己衷失にみえる程の
｀
文化革命

ノ′
を蒙った姿をそこにみるの

である。」とまで述べている。しかし大木 3式土器の縄文を復元してみると,前述したように,

付加条縄文は撚糸文とその原体のつくり方において共通している。大木 3式の付加条縄文は大

木 2式に盛行した撚糸文の原体の軸が縄になり,それにともない巻きつけ方が変ったものもあ

るが,撚糸文と区別のできないものさえある。けっして大木 2式と大木 3式上器の地文に画然

たる相違,突発的変化があったわけではない。

なお大木 3式土器には, 2段にわたって撚 りの方向が同じ縄文がある。このような縄の撚 り

方は付加条縄文にも合まれていることは前述した通 りである。この縄文がどのような系統を持

つものか,今回の調査では解明できなかった。

B.土 器概説

今回の調査は大木 3～ 6式土器を層位的にとらえることができた。しかし発掘面積がわずか

2∬ なので資料が少いのはいかんともしがたい。幸い興野義一氏は数多くの資料及び発掘経験

をもとに,大木式土器について論文を書かれており,手に入 りやすい文献なので,あわせて読

まれることをすすめる。

興野義- 1968a(昭和43年 3月 )大 木式上器理解のために (Ⅲ)考 首学ジャーナル18

-ュ ー・サイエンス社 東京



1968b(昭和43年 9月 )大 木式土器理解のために (Ⅳ) 考古学ジャーナル24

ニュー・サイエンス社 東京

1969(昭和44年 5月 )大 木式土器理解のために (V) 考古学ジャーナル32

-ュ ー・サイエンス社 東京

1970(昭和45年 4月 )大 木5b式上器の提唱      古代文化22(4)

古代学協会 京都

1970(昭和45年 9月 )大 木式上器理解のために (Ⅵ)考 古学ジャーナル48

-ュ ー・サイエンス社 東京

さて,今回の調査で出土した土器について述べるが,下層の古い土器から上層の新しい土器

えと層位順に述べる。

14d層 (図版XII)

大木 3式上器が出土。

付加条縄文土器 (図版XH-1, 2)は 4片出上している。写真には,結びの回転文もみられ

る。この結びは縄文原体の端を縄がほどけないようにとめたものと考えられる。胎土にはわず

かであるが繊維彦合むものがある。

縄文の粒が長方形でO段の撚 りの方向が, I段の粒の長軸にほぼ平行のものが 2片ある。こ

れは 2段にわたって撚 りが同じ方向の縄文であろうか。このような縄文及び前述の付加条縄文

は大木 3式土器に特徴的にみられる縄文である。

種別のよくわからない縄文が 7片ある。これについてある人から「では別の時期の土器片が

含まれているとも考えられる」という意見が出されたけれども,こ れは土器の保存状態が悪い

ため縄文の種別ができないものであり,胎土に繊維を合まないので,恐 らく大木 3式だろう。

沈線文が 1片ある。この沈線文は半薇竹管による平行線文ではない。体部下半に沈線が引か

れており,体部の裾は張出し,底はよくみがかれていて文様はない。

底部はほかに 3片出土しているが,文様あるいは圧痕はみられない。

14c層 (図版XII)

大木 3式土器が大部分であるが,大木 1, 2式 らしい土器が 4片出土している。丘の斜面な

ので高い方が浸蝕され,古い土器が下方に流され混ったものと考えられる。

付加条縄文 (Pl.XH, 3, 5, 7)は 16片で,こ のうち3片に繊維が含まれている。縄文の

粒が細長く2段にわたって撚 りの方向の同じ縄文が 4片ある。また縄の端の結びによる, Sあ

るいは逆 Sの連続で成っている連続波文 (綾絡文)力 あゞる。このほか単節,無節の縄文を持つ



土器が13片,種別不明縄文 1片がある。

大木 3式かどうか疑わしいものとしては,繊維そ合む羽状縄文土器が 3片で,こ のうち結東

の見られ符いものが 2片 (大木 1式,ま たは大木 2式であろうか),掛けの留めの結びとみられ

るもの 1片 (大木 2式であろうか)。繊維を含んだ撚糸文 Lrを Z巻にしたもの (大木 2式)が

1片出土している。

粘土紐貼付文 (Pl.XH, 4, 8)に はいずれもその上に粘土組に直交した刻目がある。Pl.

XII, 4の刻目は竹管の軸をややたおし,竹管の先端を粘土組に押していったものである。Pl.

XII,8の刻目は指先で押したように見える。この土器の縄文はRLRJで 粘土紐貼付文の伺近

の縄文はすり消されている。これは粘土紐を器面につけようとして粘土組のまわりをこすった

ためであろう。

半強竹管による沈線文の上器が 3片出土している。Pl.XH,6は地文LRJで縄の結びによ

る連続波文がみられ,国縁に 3段の山形文がある。

無文の土器片は21片出土している。

14b層 (図版XII)

大木 3式土器が出土。

付加条縄文の土器が 1片 ,単節の縄文土器 1片,無文の土器が 1片出土している。

14a層 (図版XIII)

大木 3式土器が出土。

O段とI段の撚 りの方向が同じ縄文の土器 (Pl.XIII,11)が 1片,単節の縄文のもの 2片 ,

種別不明の縄文 3片が出土している。

半薇竹管による沈線文の土器 (Pl.XIII,10)が 2片 ,無文の上器片が 3片出上している。

13c層 (図版XIII)

大木 3式上器が出土している。

付加条縄文の土器が 1片,単節の縄文土器が 1片 ,種別不明の縄文が 1片出上している。半

載竹管による沈線文を持つ土器が 1片,無文の上器が 1片出土している。

b区13b下層

大木 3式土器が出土。

種別不明の縄文を持つ土器 3片。半載竹管による平行沈線間を爪形文でみたしたもの 1片 ,



無文の上器 4片が出土している。

b区13b層 (図版XIII)

大木 3式上器が出土。

付加条縄文土器が 1片 ,太い縄に細い縄を巻いたもの (P′ .XIⅡ ,15)1片 , 2段にわたって撚

りの方向が同じ縄文土器 3片,単節の縄文土器 4片,種別不明の上器 2片が出土している。

粘土紐貼付文の上にへら先で刻目を粘土紐に直交してつけている土器 (P′.XIII,14)が 1片。

無文の上器としては日縁部 2片,胴部 6片が出土している。底部が 1片出土しており,底は

無文である。

a区13b層 (図版XⅣ )

大木 3式土器が出土。

2段にわたって撚 りの方向が同じ縄文を持つ土器 1片 ,単節の縄文土器 8片,種別不明の縄

文の土器 6片が出土している。

PJ.XⅣ ,18にみられる粘土紐貼付文上の亥」目は,右傾し,器面に届くほど棒を押して亥」目

をつけており,粘土紐を器面にしっかりとつける役割を果しているように見える。地文はLR

Jで ある。

半蔵竹管による平行沈線文のある土器片が 1片出土している。

無文の土器としては口縁部 3片 ,胴部 1片。底部が 2片出土しており,底は無文である。

11下層 (図版 XⅣ )

大木 3式土器が出土。

付加条縄文の土器 1片 ,繊維を含まない羽状縄文の土器 1片 ,単節縄文の上器 3片,種別不

明の縄文の土器 4片が出上している。

P′.XⅣ ,20は地文がLRJで,粘土組貼付文には右傾した深い刻目が施されている。

無文の上器としては口縁部が 2片,胴部が 1片出土している。

11上層

大木 3式上器が出土。

粘土組貼付文に亥」目があるもの 1片,無文の上器片 1片が出土している。

10ホ (10c,12a, b, c, d,13a)層 (図版 XⅣ )



大木 3式土器が出土。

PJ.XⅣ ,22は半薇竹管の軸をやや下げて刺突したもので,こ の刺突文の下部には縄文がみ

られるが上半分には縄文がみられない。

単節の縄文を持つ土器は 3片,縄文の種別の不明な土器 5片が出土している。

b区10b層 (図版 XⅣ .XV)

大木 3式土器が大部分であるが,大木 2式 らしい土器が 1片出土している。

付加条縄文 2片,太い縄と細い縄による縄文が 1片 (P′.XIV,24),縄 文の粒が長くO段の撚

りの方向が粒の長軸に平行しているものが 1片,単節の縄文を持つ土器が 5片,無節の縄文の

土器が 2片 ,縄文の種別が不明な土器14片が出土している。以上は,大木 3式土器と考えられ

る。

羽状縄文土器が 2片出土しており, 1片は掛けの留めによる結びのある羽状縄文で繊維を合

み大木 2式と考えられる。もう1片には繊維が含まれていない。

粘土紐貼付文に亥」目のある土器片は 3片出土している。P′。XV,26の刻目は半載竹管の軸を

やや下げて粘土紐に直交させている。PJ.XV,27の例では,器体に水平の貼付文の刻目は右傾

しているがその下の細い貼付文の刻目は,貼付文に直交あるいはやや斜めになっている。

粘土組貼付文と,半載竹管による平行沈線文のある土器が 3片出土している。P′.XV,30の

土器は地文が網目状の付加条縄文または撚糸文で,粘土組貼付文の付近は器面に貼付文のしっ

かりつけようとしたためであろう,こすられ,網目文様は消えている。貼付文にほどこされた

刻目はへらで軽くおさえたようで,右傾,左傾,あ るいは粘土組に直交しておリー様でない。

P′.XV,28の粘土紐にほどこされた刻目は半載竹管によるもので粘土紐に直交している。Pι

XV,29の 粘土組の刻目は右傾しており,縄文はこの粘土組より下の体部につけられている。

沈線文としては,半載竹管によらないものが 1片出土している。

P′.XIV, 23は台付土器で無文,大木 3式期の器形と考えられる。ほかに黒文の土器として

は口縁部が 5片 ,胴部が 4片出上している。

底部は 2片出土しており,底は無文である。

a区10b層 (図版XV)

大木 3式上器が大部分であるが,大木 2式上器が 1片出土している。

付加条縄文土器が 2片,単節縄文土器が 5片 ,縄文の種別の不明なものが 5片出土している。

以上は大木 3式土器と考えられる。

繊維を含んだ撚糸文土器が 1片出土している。これは大木 2式上器であろう。



粘土紐貼付文に亥」目のほどこされた土器が 1片出土している。

半載竹管による沈線文土器は 4片出土している。P′.XV,33に は棒先による刺突文がみられ

る。P′,XV,31は繊維を合んでいる。

無文の土器は 3片出土している。

a区10a層 (図版XⅥ)

大木 3式土器が出土。

半載竹管による沈線上器が 1片,単節の縄文土器が 1片出上している。

b区 9b/層 (図版XⅥ )

大木 3式上器が大部分あるが,大木 2式土器が 1片出土している。

付加条縄文土器が 2片,単節縄文土器が 8片,縄文の種別の不明なものが 1片出土している。

P′。XVI,38の胎土には繊維が含まれており,地文はLrの縄を軸にMarline hitch(藤 原覚

―,1974,pp.90-91)の しかたで結んだ撚糸文であり,大木 2式土器であろう。

半載竹管による沈線文土器は 3片出土している。PJ.XⅥ,36の土器は半載竹管による平行沈

線間に,半裁竹管による刺突文がみられる。P′.XⅥ,37の地文はLRど の縄文である。

無文の上器としては日縁部が 1片 ,胴部が 4片出土している。

a区 9b′層 (図版XⅥ )

大木 3式土器が出土。

付加条縄文の土器が 1片 , 2段にわたって撚 りの方向が同じ縄文の上器が 1片 ,単節縄文土

器が 2片出土している。

半散竹管による沈線文のある土器が 1片出土している。

底部が 1片出土しており,底は無文である。

9b層

単節の縄文土器が 1片出上している。

b区 9a層 (図版XVI,XVII)

大木 3式土器が出土。

付加条縄文土器 4片, 2段にわたって撚 りが同じ方向の縄文を持つ土器が 3片出上している。

ほかに無節の縄文土器 1片,単節の縄文土器 9片。無文の上器 5片。



a区 9a層 (図版れω

大木 3式土器が出土。

付加条縄文土器が 2片,単節の縄文土器が 9片,縄文の種別不明の土器 3片が出土している。

粘土組貼付文の上に,半載竹管を間隔をおいて刺突していった文様の上器が 1片出土してい

る。地文はLRι で刺突文は粘土紐に直交したものである。

半蔵竹管沈線文の上器 (P′.る咀 45)力 1ゞ片出土している。

無文の上器は国縁部が 1片 ,胴部が 4片。

底部が 2片出土しているが,いずれも底は無文である。

a区 8d下層

大木 3式土器が大部分であるが,大木 1ま たは 2式土器が 1片出土した。

付加条縄文土器が 1片,単節縄文の土器が 5片,縄文の種別不明の土器が 2片出上している。

l片だけ大木 1式あるいは 2式と考えられる土器が出土した。これはLの縄を軸にz巻にし

次に S巻にした網文の上器で繊維を含んでいる。

沈線文土器は 3片。竹管刺突による爪形文土器が 1片,棒の先による刺突文土器が 1片。

無文の土器としては口縁部が 1片,胴部が 1片出土している。     ・

a区 8d中層 (図版MIl

大木 3式土器が出土。

付加条縄文土器 3片,O段 とI段の撚 りの方向が同じ縄文土器 3片,単節の縄文土器が 6片 ,

縄文の種別不明の土器が 8片出土している。

粘土紐貼付文に刻目のある土器は 2片出土している。P,.る咀 49は日縁部に半載竹管による

沈線文があり体部には単節の縄文がほどこされ,日縁部と体部の境に粘土紐貼付文がある。貼

付文につけられた刻日は棒で粘土紐をしっかりと器面におしつけているようである。

沈線文の上器は 3片出上しており,そのうち2片の沈線は半載竹管によるものである。もう

1片は地文をRLrと し,半載竹管をつかわない沈線である。

無文の土器は口縁部が 7片,胴部が16片出土している。

b区 8d層 (図版XVII)

この層には大木 3式と4式土器が含まれる。

付加条縄文土器は 2片,無節の縄文を持つ土器が 2片 ,単節の縄文を持つ土器が27片,縄文

の種別の不明なもの17片が出土している。



撚糸文土器が 4片出土している。

粘土紐貼付文は 4片出土しているが,刻目はない。P′.XVIEI.55の 口唇部と口縁部には粘土

組による細い山道文 (高橋詠而 1977 p.55)力 みゞられる。これらは大木 4式である。

P′.XVII,52の沈線文は半薇竹管によるもので大木 3式としてよいだろう。半萩竹管による沈

線文の上器は他に3片出土している。

P′ .XVIII,54,56の沈線文は半載竹管をつかっていない。沈線の断面は凹形で,沈線の底部

には棒の維管東のあとと思われる細いすじがみられる。地文の縄文は山形文を境にしてそれよ

り下にみられる。P′ XVIII,57は地文がLRι で沈線は断面凹形である。このような沈線文は

ほかに 1片出土している。これら54,56,57の沈線文土器は大木 4式であろう。

Pι.XVII,53は 半蔵竹管による平行沈線文の間に,半薇竹管により刺突文をつけた上器である。

P′ .XVIl,50の日唇部には棒先によって刺突文がつけられる。P′.濁咀 51の上器は,上部に半

載竹管によると思われる平行線文があり,そ の下に半薇竹管による刺突文がみられる。口唇部

に刺突文のある土器はもう1片出上している。

無文の土器としては国縁部が 4片,胴部が29片出土している。

底部は 2片出土している。いずれも無文である。

a区 8d上層 (図版濁咀 �X)

大木 4式土器が出土。

2段にわたって撚 りの方向が同じ縄文を持つ上器が 5片 ,無節の縄文の上器が 6片 ,単節の

縄文の上器が15片,縄文の種別の不明な土器が 7片出上している。

撚糸文が 1片出土している。

粘土紐貼付文は 8片出土している。このうち 1片だけに粘土紐上に棒先によるまるい刺突文

がある。P′ .XIX,63の 口唇部につけられた突起にはまるいくばみがある。P′ ,XVIII, 60及び

�為64の上器には,胴部にも口唇部にも粘土紐による山道文がある。No60の地文は付加条縄文

らしく条と条との間が空いている。P′ XIX,62の上器は二重になっている円状の貼付文の一部

が象」落している。P′ .XVIII, 61は細い山道文が裏面につけられたものである。

沈線文土器は 3片出土している。P′ .XVIII,59の 沈線は断面凹形で山形文は不揃いである。

山形文から2本の沈線が下がっているのは (P′.�,12),(P′ .XVI,39),(P′ 。XVII,49)な どの

大木 3式土器の文様から来たものであろう。

無文の土器としては口縁部が 1片 ,胴部が23片出土している。底部は 3片出土しているが,

底は無文である。

この層は大木 4式期と考えられるが,付加条縄文, 2段にわたって撚 りの方向が同じ縄文が



あるように,大木 3式の特徴がかなり残っている。

8 bc層 (図版�X)

大木 4式上器が出土。

単節の縄文土器が 4片,縄文の種別不明の上器がお片,粘土紐貼付文が 2片出土している。

P,.XIX,67の 土器は突起を持つもので,日縁部には,ま ん中をくばませた円形の貼付文があ

る。この裏面には串先による刺突文がたくさんつけられている。

無文のものは胴部が 2片,底部は 3片出上しているが,いずれも底は無文である。

8b層

大木 4式上器が出土。

P′.XEX,65及 び66の ように,日縁上端に山道文の粘土紐が貼付されている土器が 1片 ,日唇

に細い山道文の粘土紐が貼付されている土器が 1片,粘土組貼付文の上に棒の先で刺突した文

様のある土器が 1片出土している。

またP′.XIX,67と 同一個体であろうか,同 じような突起が 1点出土している。

単節の縄文を持つ土器は 7片,縄文の種別不明のものは 5片出土している。

無文の土器は胴部が 6片出土している。底部が 1片出土しているが底は無文である。

8a層 (図版�X)

大木 4式土器が出土。

P′.XIX,68は完形品ではないが,底部近くまである。地文はLRJの縄文で,日縁部には一

本の粘土組が器体に水平につけられており,国唇部には粘土紐貼付による細い山道文がある。

単節の縄文を持つ土器が12片,縄文の種別不明のものは 5片出土している。

無文の上器としては鋭頭形の口縁部が 1片,胴部が 7片出土している。

底部は 2片出土しており,底は無文である。

/

7層 (図版XX)

大木 4式土器が出土。

P′.XX,69,70は地文がLRι の縄文で,日縁部に粘土紐を貼付している。69の日唇部には粘

土紐貼付による細い山道文がある。粘土紐貼付文はほかに 2片出土している。

この層では付加条縄文を持つ土器が 1片出土している。単節の縄文を持つ土器は20片,縄文

の種別が不明な土器は 6片出土している。



無文の上器は日縁部が 1片 ,胴部が 7片出土している。

6b層 (図版XX)

大木 4式土器が出土。

P′.XX,71は日部上端に粘土組をはりつけた土器で,胴部には縄文 LRι が施文されている。

地文にLRJの縄文を施文し,貼付文を持つ土器はほかに 3片出土しており,無文の器面に貼

付文のあるものは 1片出土している。

単節の縄文が施文されている土器は 3片,縄文の種別不明の上器は 3片,無文の上器は胴部

が 1片出土している。

6a層 (図版XX)

大木 4式土器が出土。

P′ .XX,72の 突起はP′ .XIX.67に類似している。P′.XX,73は半載竹管による爪形文と沈線文

及び棒を器面に押していって施文したと考えられる櫛歯文から成る。この73の文様はP′.XVIEE,

51に由来するものであろう。単節の縄文のある土器は 2片出土している。

5ハ (5a, c, d, 1, 6a, b)層 (図版XX)

大木 4式土器が出土。

縄文 LRJ上に粘土組を貼付したものが 8片,無文の器面に粘土紐を貼付したものが 1片出

土している。

縄文はLRι が36片出土している。6b層以来縄文はLR'の みである。P′.XX,7引よ口縁部

片。

無文の土器としては口縁部が 2片 ,胴部が 5片出土している。

底部は 5片出土しており底は無文である。

b区 5ん′層 (図版XXI)

大木 4式土器が出土。

P′.XXI,78,79と も地文は縄文 LRど で,粘土紐貼付文を持つ土器である。

P′ .XXI,79の 土器は縄文が胴部にのみ見られ,胴部の貼付文は菱形を連続したようにみえる

が,粘土紐を観察すると2段の山形文をつけたものであることがわかる。

無節の縄文が 1片 ,単節の縄文が 1片出土している。無文の土器は 1片出土している。



a区 5ん】層 (図版XXI,XXEI)

大木 4式上器が出上している。

太い粘土紐を口縁部に貼付したもの (PJ.XXEI,83,84),細 い粘土組を国縁部に貼付したもの

(P′.XXEI,86),口 縁部の突起 (P′,XXEI,85)な どが出土している。

P′.XXI,80の文様は,P′ XX,73に類するもので細い棒で 1つ 1つ つけていったようであ

る。

P′ .XXI, 82は 半載tt管を使った平行沈線文である。

無節の縄文が 2片,単節の縄文が21片,縄文の種別不明の上器が 8片出上している。

PJ.XXI,81は撚糸文が胴部に施文されている。この撚糸文はR′の縄を軸に Marline htch

(藤原覚- 1974 pp.90-91)の しかたで結んだものである。

無文の土器は日縁部が 3片,胴部が 3片。

底部は 3片出土しているが,底は無文である。

5j層 (図版XXEI)

大木 4式土器のほか,わずかに大木 1あ るいは 2式上器が出上している。

P′ ,XXII,87は地文がLRJの縄文,日縁部には粘土組貼付による山道文,直線文がみられる。

P′,XXII,88は半載竹管により沈線及び爪形文を施文している。

P′,XXII,89は口縁部の突起で,ま んなかにまるいくばみがある。

単節の縄文を持つ土器が10片,縄文の種別不明の上器が10片出上している。

単節縄文の上器で繊維を合むものが 3片出上しておりそのうちの 1片は羽状縄文であり,大

木 1ま たは 2式と考えられる。

無文の上器は胴部が 3片出土している。

51層 (図版XXI)

大木 4式土器が出土。

この梯子状文を持った土器は, 5ハ層の上器といっしょになっていたが,断面にこの土器を

掘り出したあとが残っていたため層位が明らかになった。地文はLRJの 縄文である。

5 fi層 (図版XXII)

大木 4式土器が出土。

粘土組を貼付した土器はP′.XXII,90,91の 2片である。90の 口唇部につけられた粘土紐は渦

巻文及び山道文である。この山道文は 2列ありそれがくっついてP′ .XXI,79の 胴部の文様のよ



うに菱形文にも見える。山形をした口縁部が 2片出土している。

単節の縄文を持つ土器が 6片 ,縄文の種別不明の土器が 1片出土している。

P,.XXII,92は 底部片で網代の圧痕がある。どのような編みかたなのかはっきりしない。大木

囲貝塚出上の網代については,荒木ヨシ 1971 pp.40-41に よって,縄文時代前期のものとして

紹介されている例がある。

無文の土器は口縁部が 2片,胴部が 3片出上している。

5宮h層 (図版XXEII)

P′.� ,93は底部で,カ ゴのあとがついたものであろう。

単節の縄文を持つ土器が 3片,縄文の種別不明の上器が 3片出土している。

5e層 (図版X�Ⅱ)

大木 4式上器が出土。

地文がLRι の縄文で,それに粘土組貼付文のある土器が 2片出土している。

単節の縄文を持つ土器が15片,縄文の種別不明の土器が 7片出土している。

無文の土器は口縁部が 1片出土している。

5d層

単節の縄文を持つ土器が 6片 ,縄文の種別が不明の上器が 4片出土している。

無文の土器は口縁部が 5片出土している。このうちの 1片は輪積み痕を残したままで,地文

もない。胴部は 5片出土している。

底部は 3片出土しているがいづれも無文である。

5c層        ＼

大木 4式土器が出土。

粘土紐貼付文のある土器が 1片 ,単節の縄文を持つ土器が 2片,縄文の種別不明の上器が 2

片出土している。

5b層 (図版XXEII)

大木5a式土器が出土。

この層になってはじめて細い粘土組をちぎったものがみられる (P′.� , 95)。 興野義一
1969,p.8で はこれを大木 5式前半のものとしている。



単節の縄文を持つ土器が 2片,縄文の種別が不明な土器が 2片出土している。

無文の土器は胴部が 2片出上している。底部が 1片出土しているが底は無文である。

4h層 (図版XXEEI)

大木5a式上器出土。

P′.XXIEI,96は地文がLRJの縄文で,粘土組は文様が曲がるところで必ずちぎって重ねて

いる。粘土組貼付文は,ほかに 1片出土している。

単節の縄文を持つ土器が19片,縄文の種類がはっきりしていないもの 9片。

無文の土器は胴部が 8片。底部は 2片出土しているが,底は無文である。

4口 (4d, e, f, h)層 (図版XXIII,XXIV)

大木 4,5a式上器が出土。

P′ .XXEEI,97は P′ .XXIII,96に 類似したもので,大木5a式上器である。山形口縁の下には太い

粘土組が縦にはりつけられ,そ の太い粘土組の上に細い山道文が貼付されている。この山道文

は一部切れているところがある。この縦位の文様の左には,梯子文がある。地文は撚糸文であ

る。

P′.XXIII,98は 日縁部にはりつけた渦巻文,101は口唇部に粘土紐貼付による山道文を持つ。

どちらも大木 4式土器の特徴である。

P′ .XXIII,99は日縁部上端につけた円文で竹管による刺突文がみられる。大木 5式土器であ

る。

P′ .XXIII,100は LRι の縄文で粘土紐考はりつけ,その粘土紐に沈線を引いたものであり,

文様の形は興野義-1968b p.181こ みられるように大木 4式のものである。

単節の縄文を持つ土器は38片,縄文の種別不明の土器は 8片出上している。

無文の上器としては口縁部が 6片 ,胴部が11片出土している。

底部は無文のもの 4片,網代痕のあるものが 1片出土している。

4イ (4c, f, 8)層 (図版XXIV)

大木 4,5a式土器が出土。

P′ .XXIV,103は地文がLRι の縄文で日縁部には粘土紐貼付による太い山道文がある。口唇

部に粘土組により渦巻文をつけたものも出土している。これらは大木 4式土器である。

P′ .XXIV,104は縄文LRJの 上に粘土紐貼付文のある土器で,粘土紐をちぎって折重ねてお

り,大木 5式の特徴が出ている。



縄文のみの土器としては単節の縄文を持つ土器が11片,無節の縄文を持つ土器が 1片,種別

不明のものが 8片出土している。

無文の土器としては口縁部が 1片,胴部が 3片。底部は4片出土しており,底に文様や網代,

木の葉等の形跡はみられない。

b区 4c層 (図版XXIV,ЮⅣ )

大木 4, 5a式上器が出土している。

大木 4式の特徴を持つ粘土紐貼付文が出上しているcP′.XXIV,1061よ 山道文が口唇部と体部

につけられている。P′.XXIV,1071ま 口唇部に渦巻文をつけたものである。Pι.XXIV,105は 口縁

部に太い山道文と直線文が貼付されている。

P′.ЮⅣ,111は P′.XXEII,97と 同一個体で,Nolllは 97の右に接合する。突起の形ははっきり

しない。大木 5式上器である。

P′ .XXIV,112,113は 粘土紐を一つ一つちぎってつけていったもので大木 5式土器である。

PJ.Ю年,110は地文が撚糸文で沈線はふぞろいな山形文である。大木 5式上器である。

P′ .ЮⅣ,114のような文様は大木 4式期に出土している(P′ XX,73,P′ .XXI,80)。 いちばん

上には棒あるいはヘラによってつけられたとみられる櫛歯文,そ の下に竹管あるいは半散竹管

によるとみられる刺突文,その下には半載竹管による爪形の形跡のある沈線文,そ の下にはま

た刺突文があり,そ の下には半載tt管による沈線文と刺突文がある。

付加条縄文を持つ土器が 1片,単節の縄文を持つ土器が69片,縄文の種別不明のものが30片

出土している。

撚糸文が 2片出土している (PJ.�Ⅳ ,109)。

無文の上器は日縁部が 2片,胴部が16片出土している。

底部は文様や網代,木の葉等の形跡のないものが 7片,網代の圧度のあるものが 4片出土し

ている。P′ .XXIV,108は 2本超え, 2本潜 り,1本送 りの網代圧度である。

a区 4c層 (図版ЮⅣ,瓢 町)

大木5a式土器が出土している。

P′.ЮⅣ,116,117は細い粘土紐をちざって折重ねた文様の土器である。

P′.ЮⅣ, 115は 日唇部を棒で外から内に向かっておすことによって口唇 に変化 をつけてい

る。地文はLRι の縄文である。

縄文のみの上器としては,単節縄文の上器が 4片,種別不明のものが 8片出土している。

無文のものとしては胴部が 1片出土している。底部はP′.瓢唖, 118の 1個で底に網代の圧



痕がみられる。この上器の網代の編み方は 1種類ではないようである。

4 ab層

縄文LRど の土器が 1片出土している。

b区 3c層 (図版Xる唖,mII)

大木5a,5b式上器が出土。

細い粘土紐貼付文には,P′ ― ,120,122のように屈折部で一つ一つちぎってつけている

ものと,P′.X8唖 , 119の ように孤状のひもをつなげていったため必ずしもちぎれていないも

のとがある。

P′.mII,126は 口縁部で先端が欠けている。刺突文は竹管を使用している。以上は大木5a

式上器である。

P′.mII,123は 日唇部に半載41管により刺突文をつけたものである。これは大木5b式上器

である。

P′.mII,125は隆線の上に半薇竹管による刺突文のある土器で,こ の層から隆線に刻みの

入った土器が現れる。隆線の下部には半載竹管により沈線が引かれている。大木5b式上器であ

る。

沈線文にはPι.mII,127の ように半薇竹管によるものと,Pι.Ю倒咀 124の ように棒で一

本一本引いていったものとがある。PJ.mII,128の 沈線文は,弧状のものが半散竹管をつか

った沈線で,そ の下の沈線は一本一本引いたものである。大木5b式上器である。

縄文のみの上器では単節縄文を持つ土器が31片,種別不明のものが25片出土している。

撚糸文が 2片出土している。

無文の上器としては,日縁部が 1片,胴部が10片出土している。

底部としては網代圧痕のあるものが 1片 ,無文のものが 8片出上している。

a区 3c層 (図版mIII)

大木5b式土器が出土。

粘土組貼付文としては亥」目の入ったものと,刻目の入っていないものとがある。P′.mII,

129は地文がLRヶ ,粘土紐を貼付し,そ の粘土組上にヘラで刻目を入れている。

PJ.mII,130は口縁部の肥厚した部分にヘラによる刻目をつけ,その下の頚部には半載竹

管をつかった直線,あ るいは弧状の沈線文が引かれている。日唇部は棒で押すことによって刻

目を入れているらしい。



無節の縄文を持つ土器が 2片,単節の縄文を持つ土器が16片,種別不明のものが24片出土し

ている。

無文の上器としては胴部が 7片出上している。

底部は 2片出土しているが,底は無文である。

3b層 (図版mIII,xxx)

大木5b式土器が出土している。 1片だけ大木 3式と考えられる土器が出土した。

粘土紐貼付文には,刻目のないものと,刻目の入っているものとがみられる。Pι.XXIX,134

は地文をLR,の縄文とし,細い 3本の粘土紐を平行に貼付し,その間に山形文をつけている。

日縁部には厚さ6 mm幅27mmの粘土板をつけ,上下に刻目を入れる。PJ.XXIX,133の口縁部の装

飾は134に似ているが,頚部に粘土組をつけてその上に刺突文を施したものである。P′.XXIX,

135は 口唇に刻目のあるもの,P′ XXIX,137は 口縁部に幅の広い粘土組をつけているが刻目の

ないものである。

P′ mIII,131は水平な沈線文と連靭文とからなる。口縁も5 cmほ どの粘土紐を弧状につけ

ることによってつくっている。 P′.mIEI,132は ,半蔵竹管により水平及び垂直の沈線を引き,

田のうねのような文様を描いている。この沈線文の左右には半載竹管による爪形文がみられる。

P′ .XXIX,138は半薇竹管を刺突した文様であるが,刺突する前に半我竹管によって区画線が

引かれている。

縄文のみの土器としては付加条縄文が 1片 ,こ れは大木 3式土器であろうか。単節の縄文を

持つ土器が 4片,種別不明のもの18片が出上している。

3a層 (図版XXX,Ю∝,瓢 )

この層は大木 5式及び大木 6式上器が主であるが,大木 2, 7, 8, 9,10式 上器もわずか

に出上している。

口縁部を肥厚させたものとしてはP,.�∝,141,143,144,146が ある。このうち肥厚部の上下

に刻目のあるものは141,146で ある。141は大木5btt。 146は 山形の口縁部に粘土紐がつけられ

その上にまるいくばみがあり,こ れは大木 6式土器である。143,144は 肥厚部の下端にのみ刻

目のあるもの,P′.XXIX,139は肥厚部に刻目のないものである。139,143,144は 大木 5b式上

器である。

口縁部と胴部との間が肥厚しているものとしてはぅP′ .�Ⅸ ,142,145,P′ .潮関 ,151がある。

このうち,142,145に は日唇部と肥厚部に刻目がある。142は大木5b式,145は大木 6式,151は縄文

時代中期の上器であろう。



沈線文には,半載竹管による平行沈線文のもの (P′.Юα,148,149)と ,棒によリー本一本

線を引くもの (P′.Юば,147)と がある。148の地文は撚糸文である。147,148,149は大木5b式土

器である。

Pι.XXIX,140は半蔵4t管により沈線文を描き,次にその沈線にそって半嶽竹管による刺突文

を施したものである。これは大木5b式土器である。

P′.瓢 ,152は大木 6式土器である。口縁部の作 り方 (富士山形の口縁部を作る場合,その

頂部の平な部分は粘土紐を短く切った塊を並べている)は大木5b式にすでにみられるものであ

るが,指でなでて引いたような太い沈線と器形は大木 6式のものである。

2層 (図版瓢 )

この層からは大木 6～ 10式土器,縄文時代後期の上器,陶器片が出土している。P′.瓢 ,

153は大木 9式のキャリパー形土器の日縁部である。

1層 (図版瓢 )

この層からは大木 8～ 10式上器が出土している。P′.瓢 ,154は大木10式土器の口縁部であ

る。

考 察

1.繊維土器

大木 3式上器には繊維が全く合まれていないというのが定説であるけれども,大木囲貝塚出

土の大木 3式土器には繊維を含むものがある。今回発掘したC S77区の例でも,14d,14c層

から繊維を含む大木 3式土器が出土している。

2.羽状縄文

大木 3式土器には羽状縄文がある。興野義- 1968 p.9に も大木 3式上器の羽状縄文につ

いての記述がある。

C S77区の大木 3式上器を出土する各層の羽状縄文の出土状況をまとめてみると次のようで

ある。

14c層   繊維を含むもの 3片 ,こ のうち結束のある羽状縄文が 1片。

11下層  繊維を含まないもの 1片。

b区10b層   繊維を含むもの 1片 ,こ れは結束のある羽状縄文である。

繊維を含まないもの 1片。

これらの羽状縄文を持つ土器のうち,繊維を含むものは大木 1式か大木 2式,繊維を含み結



束のある羽状縄文は大木 2式としても,繊維を含まない羽状縄文があり,こ れはあるいは大木

3式の羽状縄文かもしれない。

3.大木 3式期末の上器

大木 3式期末の上器はあまり知られていない。C S77地区でも良い資料は出土しなかった。

この時期の土器としては,八巻正文 1978 pp.32-33の 上器がある。これは沈線文土器であ

るが,ま た刻目のない粘土組貼付文も出現する。

4.編物圧痕

C S77地区ではfi層 (大木 4式)ではじめて網代圧痕が出現した。その後網代圧痕は次第に

数を増す。

5 gh層 (大木 4式)出上のP′.XXIII,93の 圧痕は,四つ目挿し竹のカゴあるいは敷物の圧痕

であろうか, もじり編みではない。なお興野義一氏の御教示によれば網代圧痕は大木 1～ 3式

土器にもすでにみられるという。

5.大木5a式土器

興野義一氏が提唱した大木5b式上器は,確かに大木 5式のうちでも上層 (3c,3b,3a層 )か

ら出土した。そこで大木5b式より下層出土の大木 5式土器を大木5a式 とした。大木5a式土器は

5b層 ,4h層 ,4口 層,4イ 層,b区 4c層,a区 4c層,b区 3c層から出土しているが,4口 ,4イ ,

b区4c層では大木 4式土器と混在する。大木 4式 と大木5a式が混在する理由としては,斜面な

ので浸蝕により古い大木 4式土器が混ったのか,発掘技術によるのか,と もかく大木5a式土器

は層位的に大木 4式 と5b式土器との中間にあることは確かである。ただし今回の発掘では資料

が少く,大木5a式の内容を把握できるまでに至っていない。

結 語

各層から出土した土器の型式は次のとおり。

14d層  大木 3式

14c層  大木 3式 大木 2式及び 1式若干

14b層  大木 3式

14a層  大木 3式

13c層  大木 3式

区13b下層 大木 3式

区 13b層 大木 3式

区 13b層 大木 3式

11下層 大木 3式

ｂ

　

ｂ

　

ａ



11上層

10ホ層

b区 10b層

a区 10b層

a区 10a層

b区  9b′層

a区  9b千層

b区  9a唐

a区  9a層

a区 8d下層

a区 8d中層

b区  8d層

a区 8d上層

8bc層

8b層

8a層

7層

6b層

6a層

5ハ層

b区 5k J層

a区 5k ι層

5j層

5i層

5fi層

5e層

5c層

5b層

4h層

4口 層

4イ 層

b区  4c層

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大木 3式

大本 3式

大本 3式 ,

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大本 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式

大木 4式|

大木 5a式

大木 5a式

大木 4式 ,

大木 4式 ,

大木 4式 ,

大木 2式若千

大木 2式 (1片 )

大木 2式 (1片 )

大木 1ま たは2式 (1片 )

4式

大本 1または2式若千

5a式

5a式

5a式



a区  4c層 大木 5a式

b区  3c層 大木 5a式, 5b式

a区  3c層 大木 5b式

3b層 大木 5b式

3a層 大木5b式  6式 ほかに 2式,5a式, 7式, 8式, 9式,10式が若干出土。

2層 大木 6～ 10式 後期若干 陶器 (1片 )

1層 大木 8～ 10式

(八巻正文)



V.C-14年代測定

大木式上器は縄文時代前期及び中期の編年の基準となっており,大木各型式のC-14年代を

測定する必要がある。

そこで東北大学理学部の小元久仁夫先生の指導協力により,大木囲貝塚では昭和50年度から

C-14年代測定を行ってきた。

本年度は幸い層位的に良好な地点を試掘により発見することができたので,小元先生自身に

貝層から貝殻を採取していただいた。また発掘の祭,各層の土を捨てずに収納しておいたので,

この上の中から炭を選び出し,測定にまわした。測定の結果は表の通 りである。

この表をみるかざり木炭のほうが貝よりも少し年代が新しく出ている。今回は木炭と貝では

年代がちがうことを前提とし,他の遺跡と比較する場合に木炭しか出ていない例や,逆に貝殻

の年代しか測っていない例と比較ができるようにした。なお浜田達二氏は「同一遺跡から採取

された木炭または土器炭素と鹸水貝の示す年代を比較してある。多くの場合,それらの一致は

きわめて良い。」と述べておられるので黍考にしていただきたい。

浜田達二 1970(昭和45年) C-14年代測定における試料の問題 考古学と自然科学 3

pp. 1-10。

今回の測定の結果では必ずしも上層になるにしたがい新しい年代がでているわけではない。

木炭の試料では,TH-305bの測定値がやや古く出た。これは古い木が燃されたためであろ

うか。

貝の試料では,TH-263,T H265の 測定値が古く出ている。特にTH-2631よ今回測定した

中で最も古い。 C S77地区が斜面になっているため吉い貝が上から流されて来たためであろう

力>。

それらの理由はともかく,今回の結果から, 1層の 1試料を測定しただけでC-14年代を求

めるべきでないことは明らかである。今後さらに,土器が層位的に良好に出土するところでで

きるだけ多くの層から数種の試料を採取し測定すること, 1型式の上器しか出土しないところ

で数種の試料を測定すること,で きれば土器そのもので年代を測定する必要がある。

なお,今のところ,あ る土器形式のC-14年代を言う場合,幅をもって言ったほうが良いだ

ろう。

(八巻正文)



表4 CS"地 区C-11年代

層  序 土器型式 則定番号 試 料 決 定 年 代

14    b 大1木 3 TH-260
カキ,コ シダカガンガラ
タボiガイ

4,919亡L120

14    a 大 木 3 TH■298 木  炭 4,710」と130

12   b 大 本 3 TH-261 甲ンダカガンガラ,カ キ 41830± 120

le   b
３

干木鵡
大

２
TH‐ 300 木  炭 4.430.± 120

a 六 木 3 T Hi262 カキ少クボガイ 4,750とL120

bL8d 大木3,4 TH‐ 302c 木  炭 4,350±129

a 大1木  4 TH-263 アサリ,カキ 4,990とL129

5 8 大 木 4 T HT264 アサリ,ク ボガイ 4,730± 120

b 大 木 5a TH‐265 カキ,オキシジミガイ 4,380± 120

h 大 木 5a TH-305b 木! 炭 4,440圭 120

bL4c 太木 4,Sa TH,304b 本  炭 4,030± 130



Ⅵ.植 物

A.花粉分析
大木囲貝塚では環境整備の一環として,縄文時代人の生活とかかわりの深い植物をうえる計

画である。そこで昭和48,49年 ,東北大学理学部地理学教室の安田喜憲氏に花粉分析について

御指導をいただいた。その後,北海道大学理学部地質学鉱物学教室の五十嵐八枝子先生の御協

力をいただきCF42地区の花粉分析を行ったが,花粉は検出されなかった。

昭和52年度は東北大学理学部地理学教室の協力を得,大内 定氏がCF43,C877,FF61地区

の上層断面から資料を採取し花粉分析を行ったが,花粉を検出することができなかった。やは

り貝塚では花粉を検出するのは難しいようである。史跡の東北部にある旧水田地域であれば花

粉を検出できるので,昭和53年度再度花粉分析を実施する予定である。

B.種子

発掘で採取した土は室内でまず目につく遺物をとり出し,次に舗を使い水でこし小さな遺物

をも集めた。しかし種子はあまり得ることができなかった。

図版MII-2は クルミ内皮破片。表面のしわは,それほど深くない。

史跡内に現生している一本のオニグルミ (種の同定は中条 幸先生)の木から得たクルミの

核の表面をみると,写真 (MII-3)の ように表面のしわが深いものとわりあい浅くなあらか

なものとがある。京都大学名誉教授北村四郎博士の御教授によれば,「以前『園芸大辞典』に書

いた時にはトガリオニグルミ,カ ラフトグルミ,コ シボソオニグルミ,ナ ガグルミ,マ メグル

ミ,マ ルオニグルミ等に細分したけれども,こ れらのオニグルミの変種が地理的に分布に違い

があるというものではないし,変異間の系統がたどれるものでもないので,余 り細分する必要

はないだろう。しかし,ヒ メグルミ(図版MEI-4)は オニグルミとは区別した方が良い。ヒメ

グルミはオニグルミと核の形を異にする。核の形は小く圧扁された球形で,亜心臓形を呈し,

頂部尖鋭核の表面は滑沢で敏髪がない。ただ原生品と認むべきものが見当らない。ヒメグルミ

とオニグルミの雑種と認められるものがある。」とのことである。なお参考文献としては次のも

のがある。

石井勇義編 1950(昭和25年 )園芸大辞典 第 2巻 誠文堂新光社 東京

上原敬二  1971(昭和46年)樹木大図説 I 第 4刷 有明書房 東京

出土したクルミの破片は,表面があまりでこぼこしておらず,ヒ メグルミとオニグルミとの

中間くらいに見えるが,こ れはオニグルミの深い級髪が,長い間に風化したためであろうか。

(八巻正文 )



表 5 CS77地 区出土の力二

層  位 カニの鋏脚の点数

aLBd上 8  (5)

aL8d中 1

a■8d下 1 (1)

aL9a 1  (1)

bL9b′ 4  (3)

L9ニ 1

L10b 11 (4)

bL13b下 1

13c 1

14d 1  (1)

Ⅶ.動 物

A.節足動物
オオアカフジツボ 〃%α bα Jαηttd υOど Cα 2ο Pilsbry図版 XX�1 48 CS77bL12で1点出土。

種の同定は東北大学理学部研究生 本田 裕。分布は太平洋側では相模湾以南,日本海側は

新潟県以南,九州まで。波の荒い岩礁の低潮線付近に群生。

カニ (図版 XX�I, xx�II)

カニの鋏脚が出土。出土点数は下表の通 り。()内の数はノコギリガザ ミの可動指の数。

図版 XX�I-5 ノコギリガザミの可動指

種の査定は国立科学博物館の武田正倫博士。鋏の基部に 7～

8 mlnkの 廃状のものがあり,鋏の中央部には 4 mm大の屍状の

ものがある。この基部の大きな廃と中央部の屍との間には 2

～ 3醐犬の小さな廃が 3つ ある。鋏の長さは41mm,鋏 を上から

みると強く曲っている。廃は尖っておらず鈍頭である。

図版 XX�I-6 ノコギリガザミの不動指

種の査定は国立科学博物館の武田正倫博士。臼歯状の白い廃

が並ぶ。鋏の現存する長さ25mm,幅 10mm,臼歯の大きさ奥の

もの力>ら 6.5× 4 mm, 6.4× 5.6mm, 3.8× 2.4mm, 4.2× 4.6mm,

2.4× 1.翫nm。

ノコギリガザミはインド洋,太平洋に分布する。日本では現在相模湾より南に生息し,浜名

湖にはすみついているらしい。奄美諸島,沖縄では,湾や河口に上げ潮のとき入ってきたもの

をとり,食用とする。台湾やインドシナではよく食べる。湾奥,河国の泥淳地帯に生息し,川

にもかなり上る。大きなカニで肉量豊富。周年を通じ食用とされる。日中は穴 (長さは lmく

らい)にひそみ夜行動する。つかまえるには潮が引いた時穴を掘ってつかまえるか,夜網にエ

サをつけ,カ ニが入った時網を引き上げてつかまえる。化石では利根川河口から出土している

のが北限であり,大木囲貝塚でノコギリガザミが確認されたことによって北限はさらに北に上

ばりそうである。なお武田博士の御協示によれば,甲が出土すればさらに詳しく知ることがで

きるので破片でもよいからとっておいてほしいとのことである。発掘の時に十分注意する必要

がある。

さて,現生のノコギリガザミでは,可動指の基部にみられる大尻は必ずしも非常に大きいわ

けではない。個体によっては,右或は左の可動指の大尻があまり大きくない例もある。しかも



老成すると,こ の大尻はすっかりすリヘって,他の刈ヽさい廃はなくなってしまう。ガザミ,タ

イワンガザミの可動指の基部にも大廃がみられるが,ノ コギリガザミほどは発達しない。また

基部の大尻の次にノコギリガザミでは小死があり,次に中位の大きさの廃があるが,ガザミで

は大屍の次に小尻が 2つ (こ の 2つの小宛のうち基部に近い屍の方がやや大きい)あ り,次に

中位の大きさの尻がある。タイワンガザミの可動指では,基部の大冗の次に中位の大きさの屍

があり,次に小冗があり,次にまた中位の大きさの宛がある。

ノコギリガザミの可動指の全体の形は,ガザミ,タ イワンガザミにくらべ基部が太く,湾曲

が著しい。但し湾曲が余 り著しくないものもわずかであるが見られる。

なお,ノ コギリガザミの標本については,沖縄県水産試験場の伊野波盛仁氏に御協力をいた

だいた。                                (八 巻正文 )

B.ウ ニ  図版 XXXVll

ウエの殻や棘が少数出土している。出土層位は5e,6a,6b,8a,aL8b上,bL8d,aL10b,14c。

ムラサキウニ

種の査定は国立科学博物館の武田正倫博士。

図版 XXXⅥI-49左の棘は長さ31tlm,太 さ2 mm。 棘には縦に細い線が沢山入っているが,平滑

である。色は全体が極暗赤褐色である。aL10b出土。

図版 XXXⅥI-49右の殻には無孔部及び有孔部が見られ,無孔部には大屍がある。L14c出土。

バフンウエ  図版 XXXⅥI-51

種の査定は国立科学博物館の武田正倫博士。バフンウニはムラサキウエに比べ味がずっと良

いが,小さい。出土したウエのうちムラサキウエは 2片のみで,他はすべてバフンウエの殻で

あった。                                (八 巻正文 )

C.貝   図版 XX� ～ XXXⅥ I

鑑定は東北大学理学部研究生の本田 裕氏にお願いした。なお貝の分布,深度,底質につい

ても調べていただいた。分布,深度,底質については次の文献を参考としている。

肥後俊一編 1973(昭和48年 ) 日本列島周辺海産貝類目録 395pp.長崎県生物学会

西村二郎・鈴木克美 1971(昭和46年)標準原色図鑑全集16 海岸動物 196pp.64pls.保育社

黒田徳米 1963(昭和38年 ) 日本非海産貝類目録 71pp.日 本貝類学会

出土した貝の学名,和名,その他の分布,深度,底質は次の通 り。ただし貝の分類は先ず私

が行い,分類した各種の貝の標本を本田氏のもとに持ち込んだので,或いはもっと貝の種類は

ふえるかもしれない。例えば,私が同じ種と思って本田氏に見ていただいたところ,別種だっ

たものに,ウ ミニナとホソウミニナ,イ チョウシラトリとヒメシラトリガイがある。したがっ

てできれば,発掘した貝をすべて貝の鑑定のできる専門家に分類整理していただくのが良いで



あろう。

Nο T】οJJd ttsc"s(REEVE) クロアフビ  ゴヒ海道 (南部),東北,本州,四国,九州,朝鮮

(南部 )。潮間帯～20m。 岩礁。

Cο′JJs θ JJo'ο Ts"ο sα (GouLD) カモガイ  北海道 (南部),本州,四国,九州,奄美,沖

縄,台湾,朝鮮。潮間帯,高潮帯。岩礁。

CЛ Jα2α g″α Jα (GouLD) ベツコウザラ (別名 ベッコウガサガイ) 北海道 (南部),東

北,本州,四国,九州,台湾。潮間帯。岩礁。

4 0ηαθα (Nテυ9ο ι9 c ιttTα )pα′JJJα (GouLD)ユ キノカサガイ  本州東北以北,北朝鮮。潮

間帯。岩礁。

〃οηο,οηια (〃οηο
'ο

ηtα )Jα bJο (LttN乙) イシダタミガイ  北海道 (南部以南),本州,四

国,九州,朝鮮,潮間帯。岩礫底。。

0吻脱α′J9d rttsιテc tts(GMELm) コシダカガンガラ  サハリン,ゴヒ海道,本州,四国,九

州,台湾,朝鮮,中国。潮間帯～20m。 岩礫。

Cん Jο Tο stοηα αTgυ Tο dJοηα′
'scん

ん9テ (TA'PARONE~CANEFRI) クボガイ  北海道(南西部以

南),本州,四国,九州,朝鮮。潮間帯～20m。 岩礫。

助れοηJttη (S包れれη)c ο dια ιttη (KIENER) キサゴ  サハリン,ゴヒ海道,本州,四国,九

州,朝鮮,中国,台湾。潮間帯～20m。 砂底。

L切 9JJα cο Tο 2α ta CO″ 99ηd'S(RttcLUZ) スガイ  北海道,本州,四国,九州,朝鮮。潮

間帯。岩礁礫。

LテιιοTガηα bT9υ JcvJα (PHLPPI) タマキビガイ  サハリン,シベリア,】ヒ海道,本州,四

国,九州,朝鮮,中国。潮間帯。岩礁。

S?Tρ
"Jο
TbJs(CJα Jοροηα)Jη bTJcαをvs(DuNKER)オオヘビガイ  北海道 (南部),本州,

四国,九州,奄美,沖縄,台湾,朝鮮,中国。潮間帯～10m。 岩礁礫に付着。

BαじJど ,α TJα η初を,FoTη Jd(LIscHKE) ウミニナ  本州,四国,九州,奄美。潮間帯下部。

泥底。

Bαι,JどαT,α c,阿加炉J(CROSSE) ホソウミニナ  沿海州,北海道,朝鮮,本州,四国,九

州。潮間帯。砂底。

C,7ρ 9οηοT"Sん vη Jι Jd(DuNKER) カヤノミカニモリガイ  本州 (房総以南),四国,九州 ,

奄美,沖縄,台湾。潮間帯～20m。 岩礫。

N9υ 9Tサ tα (GJα 9ddα V′α″),J力ηα(R3DINC) ツメタガイ  北海道 (南部),本州,四国,

九州,朝鮮,中国,東南アジア。潮間帯～50m。 細砂底。

Pんαttvη (B92οαT腕 o9Jια)S JTttα tvη (GMELm) カズラガイ 本州 (房総以南),四国,九



州,朝鮮,台湾。10～ 50m。 砂底。

■9Jdん Jα c′α
"塘
9Tα (KJsTER) イボニシ 北海道 (南部),本州,四国,九州,奄美,沖縄 ,

朝鮮,台湾,中国沿岸。潮間帯～20m。 岩礁。

R9Jsttα bTο ttη J(DυNKER) レイシガイ  北海道 (南部),本州,四国,九州,朝鮮,中国

北部,台湾。潮間帯～20m。 岩礁。

Rαραηα υθηOdα (VALENCENNES) アカニシ  北海道 (南部),本州,四国,九州,朝鮮,中

国北部。潮間帯～20m。 砂泥底。

Bα Tうαιサα (SαυttηυαTCa)υ JT9scθηd(REEVE) カリガネエガイ  北海道 (南部),本州,

四国,九州,西太平洋。潮間帯～20m。 岩礁。

42α,α Tα (ScapんαTca)s傷うcT9免α ια(LttcHKE) サルボウガイ  北海道 (南部),本州,四

国,九州,朝鮮,台湾,中国沿岸。潮間帯～10m。 砂泥底。

T9=サ JJα Tcα gTα ttOsα (LmN`)ハ イガイ (画館),三河湾,伊勢湾,瀬戸内海,浦戸湾,

有明海など,イ ンド,西太平洋。潮間帯～10m。 泥底。

GJυ c7ηθTJs(GJυ cvη 9″ Js)vθ ddοθηdJS(S owERBY) エゾタマキガイ  サハリン,北海道 ,

東北,本州 (酸河湾 )。 5～ 30m。 細砂底。

ザИ7ι JJvs cοTscvd GovLD  イガイ  北海道 (南部),本州,四国,九州。潮間帯～20m。

岩礁。

Sο Jαηθtt dp9cιαbれs(A.ADAMS) キサガィモドキ  本州 (岩手県),四国,九州。30～

300m。 細砂底。

Cん′αη7s(4 29η αpθ Oたη)角 TT9Tテ ηゎροη9ηS'S KuRODA  アカザラガイ  千島,】ヒ海道 ,

本州,四国,九州,朝鮮,北中国。潮間帯～60m。 岩礫。

nrJz傷んορ9ctθη 79SS092∫ JS(」 AY) ホタテガイ  サハリン,沿海州,千島,北海道,東北 ,

日本海,北朝鮮。10～ 50m。 砂,小石底。

QdtTθα
'92s冽
伽 冽Jο sα LぉcHKE  イタボガキ  本州 (房総以南),四国,九州,東シナ海 ,

内海,内湾:潮間帯～20m。 岩礫。

CTα ddο sET9α g'=α s(THuNBERC) マガキ  サハリン,北海道,本州,四国,九州,朝鮮,

中国沿岸～東南アジア。塩分,深度の小さい内湾,潮間帯。岩礁。

Cα Tれをα Jθαηα DuNKER  トマヤガイ  本州 (陸奥湾以南),四国,九州,奄美,沖縄,台湾,

朝鮮。潮間帯～20m。 岩礫底に付着。

TTαρθ,れ 阿 (NθοιTαpθれ 傷η )S"bJα θυヵ αιVη (LAMARCK) タ ガ ソ デ ガ イ モ ド キ   本 州

(紀伊以南),四国,九州,奄美,沖縄,イ ンド,西太平洋。潮間帯。岩礁。

″9T?ι TJπ J9sο″Jα (RdDいC)ハ マグリ  北海道 (南西部),本州,四国,九州,台湾,朝



鮮,中国,比国,東南アジア。内海の潮間帯～20m。 砂泥底。

〃″9ETJπ  JoηαTcttJ DESHAYES  チョウセンハマグリ  本州 (房総以南),四国,九州,沖′

縄,台湾,朝鮮,中国。潮間帯～20m。 砂底。

C7cJJηα d流 92dJs(GMELm) オキシジミガイ  本州,四国,九州,朝鮮,中国,台湾,
東南アジア。潮間帯～20m。 泥底。

Pんαcο sοηαデαpοηJC9η (REEVE) カガミガイ  北海道 (南西部),本州,四国,九州,朝
鮮,中国。潮間帯～50m。 細砂底。

RttJιαp9s pん ,JJρρ JηαT"η (ADAMS and REEVE) アサリ  北海道,本州,四国,九州,朝
鮮,中国,台湾。内海,内湾,潮間帯～20m。 砂泥底。

M∝ιTα (Mα cι Tα )υ 9ηθ茂ん″ηJs REEVE  シオフキガイ  本州 (房総半島以南),四国,
九州,奄美,沖縄。内湾,潮間帯。砂泥底。

rr,αι傷施 ,ゎんο∫(LttN`) ムラサキガイ  本州 (房総以南),四国,九州,奄美,沖縄,台
湾。潮間帯～20m。 泥底。

Mttοηα (Macοηα)J2cοηttTtta(Vo MARTENS) ヒメシラトリガイ  千島,北海道,本州,
四国,九州,朝鮮,中国。潮間帯～50m。 細砂泥底。

〃θTお cα (PJsιTJs)cα spJ∫οガ】θs(LAMARCK) イチョウシラトリガイ  本州 (房総以南 ),
四国,九州,朝鮮,熱帯太平洋。潮間帯～30m。 砂泥底。

Sα Jθη (Sο ′θη)dι″Jctts GouLD マテガイ  北海道 (南西部),本州,四国,九州,朝鮮,
北中国。内湾,内湾奥。潮間帯。細砂泥底。

イ甲 (4 Tθηοηyα )α T92α TJα οοpο gαどMAKIYAMA オオノガイ  北海道,本州,四国,九
州,朝鮮,中国。内海,潮間帯。砂泥底。

Cο Tb,o9Jα ブαροηJcα PRWE ヤ マ トシ ジ ミガ イ  全 国 の 河 口 ,潟 湖 。

49=,dια dρ  マイマイ  本属は北海道を除き全国に知られるが地域毎に種に分化してい

るので,種レベルの同定は無理である。陸産貝。

以上,本田氏に鑑定していただいた貝の他に,整理中に記録されている貝としてマツバガイ,

ヘナタリ,ウバガイ,ヒ ダリマキマイマイがある。これらの貝は,鑑定のため標本を選び出す段にな

って,見つけだすことができなかったものである。今後は分類整理中に鑑定にまわす貝はとり出

しておくようにしたい。貝の種類は上述の如く非常に豊富で,48種に及ぶ。

出土した貝の水平分布をみると,亜熱帯区に合まれるものがある。

紀伊半島以南に分布する貝  タガソデガイモドキ

房総半島以南に分布する貝  カヤノミカニミリ,カ ズラガイ,ハ イガィ,ィ タボガキ,テ
ョウセンハマグリ,シオフキガイ,ム ラサキガイ,イ チョウ

シラトリガイ



しかし,シオフキガイが 5 gh層で14%出上 しているのを除けば,いずれも出土数は少 く各層

出土の貝の総数の 5%に満たない。なお,イ モガイやタカラガイ類など熱帯海域に分布の中心

があるような種群の出土は見られない。亜熱帯区にすむ貝は 5, 6層でやや多くなる。表は,

各層出土の亜熱帯区の貝の数の合計をその層の総計で割ったパーセントで示してある。

垂直分布をみると,漸深帯 (最低潮線以下～陸棚 )の貝はカズラガイ及びエゾタマキガイで,

いずれも1点出土したにすぎない。他の貝はすべて潮間帯にみられる貝である。

ほとんどの貝が内湾に生息するが,チ ョウセンハマグリは外洋の浅海の砂底にすむ。ヤマト

シジミガイは河口や潟などの汽水域にすむ。陸貝としてはマイマイ,ヒ ダリマキマイマイが出

土 している。

出土した貝を底質によって区分すると次のようである。

岩礁地帯にすむ貝   クロアフビ,カ モガイ,ベ ッコウザラ,ユキノカサガイ,イ シダタミ

ガイ,コ シダカガンガラ,ク ボガイ,ス ガイ,タ マキビガイ,オ オヘ

ビガイ,イ ボニシ,レ イシ,カ リガネエガイ,イ ガイ,ア カザラガイ,

イタボガキ,マ ガキ, トマヤガイ,タ ガソデモ ドキ

岩礫地帯にすむ貝  カヤノミカニモリガイ,

砂礫地帯にすむ貝  ホタテガイ

砂泥地帯にすむ貝  キサゴ,ウ ミニナ,ホ ソウミニナ,ツ メタガイ,カ ズラガイ,ア カニ

シ,サルボウガイ,ハ イガイ,エ ゾタマキガイ,キサガイモ ドキ,ハ マ

グリ,テ ョウセンハマグリ,オ キシジミガイ,アサリ,カ ガミガイ,

シオフキガイ,ム ラサキガイ,ヒ メシラトリガイ,イ チョウシラトリ

ガイ,マ テガイ,オ ォノガイ,

各層の貝の出土数は表で示した。二枚貝は左右に分け,そのうち多い方の数で示した。マテ

ガイはこわれやす く,左右 さらに前後に分け,そのうち最 も多い数で示してある。破片の場合

には,殻頂のあるもので同定のできるもののみ数えた。 (八巻正文 )



表 0 1睡かい地方のi貝の出土数

層 序 糊 総  数 % 層 序 総  数 %

1 bLBd 1,1534 1

a iL―θa 1.,374

4ab 749 blL 9 a 394 1

4ロ 9b 230

4h 2 B4 2 a L 9br 583

5b 1 101 1 bLつ b′ 1348 1

5c 2 57 4 9ニ ユ ユ

50 十 44 O dll ・知

5o 28 B35 3 10a 635

51r i 13 1588 3 10b 11 2,850

5gh 107 10本 1,340

12 1,041 1 11」ヒ 333

aL5kl 1 337 11下 438

bL5kl 1 31 3 aL.13b 4 898

Ga 3,397 1 もL13b上 264

一ｂ 373 もL186下 一８
3,320

7 1 230 13c 626

3a 1,791 1 14a 1,196

3b 24 14b 2 397

aL8d上 29 乳023 1 14o 57 釘917

aL80申 乳103 1 14d 14 2,350

aL&d下 322 1

45



表 7 CS77地区出上の貝の数
Ll し 2 L4ab L4ロ L4h L5b L5c L5d L5e L5f

1 クロアワビ

2 カモガイ

3 ベッコウザラ

4 ユキノカサガイ

5 マツバガイ

6 イシダタミガイ 17+ 3 3 1 2 14+ 5 +

7 コシダカガンガラ 62   8 5 3 1 38   5 11 +

8 クボガイ 43   6 1 1 2 3 51    6 10 +

9 キサゴ

スガイ 624  83 16 433  52 276  47

タマキビガイ

オオヘビガイ

ウミニナ 2+

ホソウミニナ

ヘナタリ

カヤノミカニモリガイ

ツメタガイ 1 1 11  + 17 +

カズラガイ

イボニシ 1 4 35 + 13 +

レイシガイ 12 + 4 +

アカニシ 十

カリガネエガイ 2 3 2 33 + 12 +

サルボウガイ ユ 1 +

イガイ 1 1 2 十 10 + 4 +

エゾタマキガイ

イガイ l 12 二 十 3 +

キサガイモドキ

アカザラガイ

ホタテガイ

イタボガキ 1 +

マガキ + 2 2 4 3 6 + 7 +

トマヤガイ

タガソデガイモドキ 1 +

ハマグリ 6 5 1 33 +

チョウセンハマグリ 1 +

オキシジミガイ 2 1 4 3 十 38   6

カガミガイ l

アサリ 1 + 3 5 1 19 + 46   8

ンオフキ 1 16 + 13 +

ウバガイ

41 ムラサキガイ

ヒメシラトリガイ

イチョウシラトリガイ

マテガイ

45 オオノガイ 5 + 3 +

ヤマトシジミガイ 1 +

47 マイマイ

ヒダリマキマイマイ

計 1 749 100 2 835 100 588 100

,よ  % lit  % ,k(  %



L5gh L5j aL5k】 bL5kJ L6a L6b L7 L8a
1 クロアワビ

カモガイ

3 ベッコウザラ

4 ユキノカサガイ

マツバガイ

イングタミガイ 1 23 + l 十 30 + 7 + 4 4 +

7 コシダカガンガラ 2 9 + 25   7 3 176   5 14 + 28 +

クボガイ 2 13 + 11  + l 38 + 3 + 6 4 +

キサゴ 1 +

スガイ 292  28 217  65 6 1,642  48 154 1,349  75

11 タマキビガイ 1 + 1 +

オオヘビガイ

ウミニナ 7 + 2 + 9 + 2 + 1 1 +

ホソウ ミニナ 1 +

ヘナタリ 1 +

16 カヤノミカニモリガイ を 十 1 +

17 ツメタガイ 6 + 2 31 + 3 + 3 +

カズラガイ

イボニシ 9 64  6 28   8 27 + 17   5 5 +

レイシガイ 1 +

アカニシ 2 十 3 +

ガリガネエガイ 15 36 + 17   5 1 5 +

サルボウガイ 1 + 1 + 1

イガイ 2 4 + 1 2 + 1 + 1 1 +

エゾタマキガイ

イガイ 6 + 39 + +

キサガイモドキ 1 +

アカザラガイ

ホタテガイ

イタボガキ 1 + 1 +

マガキ 25 + 9 + 1 69  + 10  + 4 4 +

トマヤガイ

タガソデガイモドキ

マヽグリ 8 284  27 3 + 10 22 + 55  15 278  16

チョウセンハマグリ 1 + 22 + 4 + 3 +

オキシジミガイ 41 + 9 + l 22   6 2 19 +

カガミガイ

アサリ 1 94  9 27   8 4 1,004 + 44  12 70 +

シオフキガイ 15 5 + 1 + 5 + 1 + 12 +

ウバガイ

ムラサキガイ

ヒメシラトリガイ

イテョウシラトリガイ

マテガイ 3 + 1 + 96 + 二 十

オオノガイ 1 + 2 + 2 +

ヤマトシジミガイ 1 +

マイマイ 1 +

ヒダリマキマイ

計 107 1,641 100 337 100 3,397 100 373 100 1,791 100

占
ヽ

点  % 点  % 占
（ 点  %



L8b aL8d上 aL8d中 aL8d下 bL8d aし 9a bL9a L9b

] クロアワビ

2 カモガイ

3 ベッコウザラ 1 +

4 ユキノカサガイ

マツバガイ

6 イシダタミガイ 85 + 43 + 18 + 13 + 29 +

7 コシダカガンガラ 2 十 70 + 15 + 52 + 16 + 13 + 1

8 クボガイ 193   5 126   6 35  + 76   6 6 + 9

9 キサゴ

10 スガイ 2,487  69 1,419  68 607  74 ] 1,068  78 302  77

11 タマキビガイ 二 十 4 +

オオヘピガイ 1 +

ウ ミニナ 4 + 2 + 3 + 二 十

ホソウミニナ

ヘナタリ

カヤノミカニモリガイ 二 十 二 十

ツメタガイ 4 + 2 + 2 + 3 + 1 + 2 +

カズラガイ

イボニシ 125 + 42 + 5 + 14 + 31 + 3 + 2

レイシガイ 7 + 3 +

アカニシ 二 十 2 + 1 +

カリガネエガイ 93 + 95   5 53   6 21 + 51  + 11 +

サルボウガイ 1 + +

イヽガイ 24 + 16 + 4 + 8 + 2 + 5 +

エゾタマキガイ 1 +

イガイ 17 + 8 + 2 + 1 + 6 + 2 +

キサガイモドキ

アカザラガイ

ホタテガイ

イタボガキ

31 マガキ 65 + 30 + 17 + 47 + 11 + 8 + 2

トマヤガイ 1 + 1

タガソデガイモドキ

ハマグリ 1 130 + 61 + 8 + 36 + 6 + 15 + 1

チョウセンハマグリ 1 + 3 +

オキシジミガイ 119 + 74 + 30 + 19 + 37  + 19   5

カガミガイ l 十 1 +

アサリ 2 27 + 6 + 2 + 6 + 5 + 3 +

ンオフキガイ 3 + 2 + 1 + 1 + 6 +

ウバガイ 1 +

ムラサキガイ 1 +

ヒメシラトリガイ

4 イテョウンラトリガイ 二 十

4 マテガイ 32 + 22  + 14 + 15 + 二 十 3

オオノガイ 3 + 2 +

ヤマトシジミガイ 38 + 70 + l + 4 + 10 + 3 + 2

マイマイ

ヒダリマキマイ 1 +

計 3,623 100 2,103 100 822 100 1,534 100 と,374 100 394 100

百
ヽ

点  % 点  % 点  % 点  % 点  % 点  %



aL9」 bL9」 L9二 L9dl] L10a L10b L10ホ Lll上

1 クロアワビ

2 カモガイ

3 ベッコウガラ 1 +

4 ユキノカサガイ

5 マツバガイ

6 イシダタミガイ 10 + 46   5 4 14 + 52  + 29 + 10 +

7 コシダカガンガラ 12  + 22 + 2 6 + 75 + 42 + 13 +

8 クボガイ 26 + 57   7 6 3 14 + 246   9 91   7 27   8

9 キサゴ 5

10 スガイ 394  68 625  74 402  63 2,235  78 1,038  77 221  66

11 タマキビガイ 1 + 二 十

オオヘビガイ

ウ ミニナ 1 +

14 ホソウミニナ

15 ヘナタリ

カヤノミカニモリガイ 1 +

17 ツメタガイ 3 + 1 7 + ら 十 2 +

カズラガイ

イボニシ 10 + 4 + 2 28 + 15 + 10  + 5 +

レイシガイ 2 + 2 + 4

アカニシ 1 + l 4 +

カリガネエガイ 82  14 13 + 6 88  41 51 + 42 + 18   5

サルボウガイ

ハイガイ 2 + 1 + 1 l 2 + 1 +

エゾタマキガイ

イガイ 二 十 4 + 1 6 + 31 + 2二  十

キサガイモドキ

アカザラガイ

ホタテガイ

イタボガキ

マガイ 2 + 10 + 3 2 4 + 15 + 3 + 8 +

トマヤガイ

タガソデガイモドキ

マ`グリ 3 + 29 + 3 5 3 + 51   2 22 + 17   5

チョウセンハマグリ 6 + 1 + 6 + 1 +

オキシジミガイ 17 + 17  + 24 + 21 + 13  + 3 +

カガミガイ 2 +

アサリ 4 + 2 + l ] 3 + 9 + 10 +

ンオフキガイ 1 + 二 十 2 3 + 2 + 4 +

ウバガイ

ムラサキガイ

ヒメシラトリガイ

イチョウシラトリガイ 二 十 1

マテガイ 12 + 2 + 1 34   5 15 + 9 + 4 +

オオノガイ 1 + 2 + 4 + 二 十

ヤマトシジミガイ 4 + 3 + 2 2 + 7 + 1 + 4 +

マイマイ

ヒダリマキマイマイ 十

計 583 100 848 100 635 2,850 100 1,346 100 333 100

点  % 点  % 百
【

点 占
い

点  % 点  % 点  %



Lll下 aし13b b L13b上 b L13b下 L13c L14a L14b L14c L14d

1 クロアフビ

カモガイ 二 十

ベッコウザラ 1 + 5 +

4 ユキノカサガイ 1 +

5 マツバガイ 1 +

イシダタミガイ 15 + 18 + 5 41 + 15 + 9 + + 54 + 16 +

7 コンダカガンガラ 9 + 26 + 4 72 + 25 + 32 + 7 + 318   5 131   6

クボガイ 21   5 20 + 13 194   6 39   6 95   8 20   5 676  10 140   6

9 キサゴ

10 スガイ 275  63 667  74 2,236  67 496  79 720  60 129  32 4,778  69 1,766  75

11 タマキどガイ 1 +

オオヘビガイ

13 ウミニナ 二 十 1 + 二 十 4 +

14 ホソウミニナ

15 ヘナタリ

カヤノ ミカニモ リガイ 1 +

17 ツメタガイ 2 + 4 + l 19 + 二 十 2 + 1二  十 5 +

カズラガイ

イボニシ 19 + 4 + 6 96 + 4 + 44 + 178 + 45  +

レイシガイ 1 + 1 + 8 + 11 +

アカニシ 1 + 1 + 1 + 5 + 2 +

ガリガネエガイ 47  11 37 + 13 + 190  16 7 + 391   6 84  +

サルボウガイ 1 + 4 +

イガイ 1 + 2 + 8 + 1 + 4 + 1 + 26 + 3 +

エゾタマキガイ

イガイ 3 + 19 + 5 + 2 + 十 2 + 19 + 7 +

キサガイモドキ

アカザラガイ 1 +

ホタテガイ

イタボガキ

マガキ 8 + 31 + 33 + 1 + 24 + 7 + 38 + 5 +

トマヤガイ

タガソデガイモドキ

ハマグリ 8 + 17 + 33 + 6 + 25 + 6 + 128 + 36  +

チョウセンハマグリ 1 + 1 + 48  + 3 + 1 + 26 + 8 +

オキシジミガイ 18 + 28 + 2 42 + 6 + 9 + 4 + 166 + 72 +

カガミガイ 二 十

アサリ 6 + 9 + 7 30 + 8 + 19  + 35 +

ンオフキガイ 1 + 2 + 1 + 4 + 8 +

ウバガイ 二 十 3 +

ムラサキガイ

ヒメシラトリガイ

イチョウシラトリガイ

マテガイ 3 + 5 + 8 7 + 3 + 7 + 2 + 33  + 7 +

オオノガイ 2 + 1 4 + 2 + 4 + 2 4 + 1 +

ヤマトシジミガイ 1 + 3 + 5 + 1 + 5 + 5 +

マイマイ

ヒダリマキマイマイ 2

計 483 898 100 3,320 100 626 100 l,196 100 397 6,917 100 2,350 11111

点  % 点  % 百
ヽ 点  % 点  % 点  % 点  % 点  % 点  %



D.魚   (図版 MVIH,XXXIX)

発掘では土を捨てずに採取し,舗 を通し小さな魚骨もたくさん得ているけれども,舗 を通し

た小さな遺物を選別するにはかなりの労力を必要とするため,小さな魚骨については,舗 を通

す段階まで終えるだけで精一杯で,種の査定は行っていない。比較的大きな魚骨の方は保存が

悪く,種の査定及び個体数をかぞえるのに良い資料ではなかった。

出土した魚は次の通 りであるが,種のわからない魚骨も図販には載せた。

サバ類 (図版XXXVIH-2, 3)

尾部脊椎骨 (図版XXXVIII-2)は ,メ バチ,ク ロマグロの標本と照合の結果どちらともよ

く似ていた。尾部扇状骨 (図版XXXVIII-3)は大きさからいってカツオの標本と照合してみ

た 力 ,ゞ形 が ち が っ て お り ,KIsH山 OUYE KAMAKttm 1923の PL.XXIV-41 Cυ b,vη ηゎ んοη,vη の

尾部扇状骨に最もよく似ていた。

スズキ類似 (図版XXXVIII-4, 5)

標本と照合した結果である。

コショウダイ類似 (図版XXXVIII-6a,6b)

コショウダイ類は南日本の魚で,沖縄では10種類もいる (自井祥平,佐野芳康 1977)。 これ

らのコショウダイ類のうち,ク ロコショウダイ,コ ロダイ,ム スジコショウダイの標本と比較

することができた。コショウダイ類の標本は,琉球大学の吉野哲夫先生,及び沖縄県水産試験

場の伊野波盛仁氏に御協力いただいた。図版XXXVIII-66の 前上顎骨柄状突起の前縁と前上顎

骨下縁の角度は約108° である。コロダイでは約100° ,ク ロコショウダイでは約114° ,ム スジコ

ショウダイでは105° である。コショウダイの現生標本と比較することはできなかったが,出土

した骨は非常に大きく,図版XXXVIII-6bの 柄状突起の長さは42mmも あり,コ ショウダイ類の

うち,大きさから言ってコショウダイに最 も似ている。

クロダイ (図版XXXVIII-7～ 10)

クロダイ属・ヘダイ属では,前上顎骨が後方へ著しく強大となり,そ の後縁がほぼ垂直で,

しかも下方にある小突起が顕著であり (赤崎正人 1962 p.27),犬 歯は上下顎ともに 3対で,

その基部断面はだ円形を呈し (赤崎正人 1962 pp.9-10), 3列以上のよく発達した臼歯が

ある (赤崎正人 1962 p12)。ヘダイの両顎後方には 3本のだ円形のきわめて大きい臼歯があ

り(赤崎正人 1962 pp.9-10),前 上顎骨の柄状突起と前上顎骨下縁のなす角はクロダイ属で

は75° 内外 (赤崎正人  1962 p.27), ヘダイは80° くらいである (赤崎正人 1962 p.25)。

マダイ 図版XXXVHI-11～ 14

マダイについては宮崎大学の赤崎正人博士に御教示いただいた。出上したマダイの骨は現生

の日本産のマダイ Pαgr"d ηαデοT Teminck&ScHegelの骨格と,ヒ較していくつかの点に差



異がみられ,ゴウシュウマダイ PαFT9d α9TαιVS(S Chneider)に 似ている点があったり,タ

イワンダイ 4T富 7Tο ps bJθ θんθTど Oshmaに似ている点があったりする。しかしこれらの骨格が

1個体のものではないので, 1匹の魚がゴウシュウマダイとタイワンダイの特徴を両方持って

いたのか,或は,ゴウシュウマダイの特徴を持った魚とタイワンダイの特徴を持った魚とは別

であったのか不明である。したがって,発掘中骨格のかなりそろったものが出土した時はバラ

バラにならないようにしてとりあげておかねばならない。また鑑定には歯が重要なので,洗 う

時に歯を落さないように注意せねばならない。

出土したマダイの各骨格について現生の日本産のマダイと比較すると次のような差異がみら

れる。

Premaxilla(前上顎骨)図版XXXVHI-11

前上顎骨柄状突起の前縁と前上顎骨下縁の相対的な長さからすれば,現生の日本産のマダイ

では両者の長さがほぼ等しい (赤崎正人 1962 p.25)。 ところが大木囲貝塚出上のマダイの場

合,柄状突起の長さが前上顎骨下縁の長さより短い。ただし,出土した前上顎骨は破損してい

るものが多く,両者の長さをはかることのできたものは以下の 6点にすぎない。

層  序 柄状突起前縁の長さを 前上顎骨下縁の長さb

l C S77L 5 e 4 6. l mm 5 6  9 mm

L5e 22 7 28.1

L5fi 36 0 46.2

L5j 35 4 44 9

a L10b 31.5 39 6

L13b下 39,6 47,1

現生キダイ 16.55 25.4
図 前上顎骨の計測部位

魚市場,魚屋等から手に入れた現生マダイについても測定を行ったが,日本のマダイのみなら

ず世界各地のマダイが売られているせいであろう両者の長さは様々で, 4例のうち柄状突起前

縁の長さの方が長いもの 1点,前上顎骨下縁の長きがわずかに長いが両者の長さがほぼ等しい

もの 2点,前上顎骨下縁の長さの方が長いもの 1点であった。

前上顎骨の後縁下方に,斜後下方に向う小突起が大木囲貝塚出上のマダイにはみられるが,

この突起は現生のマダイ,キ ダイ,タ イワンダイなどではあまり明らかでない (赤崎正人 19

62 pp.25～ 26)。

Vertebrae.Tail 図版XXXVII-12,13

オーストラリア産のマダイ Pαgr"d αttTαを9d(S chneider)に は必ず瘤がみられる (赤崎正

人 1962 p.164)。 日本産のマダイにもあるが,ま れである。大木囲貝塚出上のマダイについ

てはこの瘤がすべてにみられるのか,あ るいはどのくらいの割合でみられるのか確かめていな



いが,かなり目につく。とにかく,こ の瘤があれば Pα
=Tadに
属することは確かである。

なお,大木囲貝塚出上のマダイの骨格と日本産のマダイの骨格をくらべると,さ らにいくつ

かの差異が見い出されるけれども,今回の資料は個々だらばらのもので 1個体のものでないの

で,以上の説明にとどめておく。

赤崎正人 1962 pp.73-76に よれば,マ ダイ亜科の魚がインド洋を通 リー部は日本へ,他方

はオーストラリア,ニ ュージーランドヘ向かって,大昔分散したと考えられる。大木囲貝塚出

上のマダイの骨格が台湾やオーストラリアのマダイに例ていることは,マ ダイ亜科の魚の分散 ,

移動,進化を考える上で興味ある資料である。タイ科魚類は温・熱帯性沿岸魚で,低温への抵

抗性が弱く,その上,生息深度が赤色のタイ類では100m前後までであるが,いつころどのよう

な環境の変化により今日の日本産のマダイヘと変異したのであろうか。

カサゴ類 (図版XXXVIH-16～ 19)

図版XXXVIII-17,18は ,キ ッネメバルの標本と比較すると上部の濤がやや小さい。MATSUBARA

KwoMATSU 1943 の 図 の 中 で は ,32ペ ー ジ の Fig,10-2 Sθ bα dι9d οb′οηgttdに最 も似 て い る 。

アイナメ類似 (図版XXXVIII-20～ 22)

標本と照合した結果である。参考文献 富永盛治郎 1969 「五百種魚体解剖図説 (二 )」
p.13, p.138

マゴチ (図版XXXVHI-23)

標本と照合した結果である。参考文献 MATSUBARA KwOMATSU and OcHAI AKmA■ 955 p.32,

F ig. 19

ヒラメ,カ レイ類 (図版XXXVIII-24)

ヒラメ,カ レイ類の標本がないので照合できないが,参考文献として疋田豊次 1934 があ

る。

カヮハギ類 (図版XXXVIII-25,26)

ウマズラハギの標本と照合した結果,骨の質,形が類似していた。しかしほかのカワハギ類

の標本がないので,こ れ以上はわからない。参考文献 堀田秀之 1961 pι .XLV

フグ類 (図版XXXIX-27,28)

ショウサイフグの標本とくらべてみたが,何フグなのかよくわからない。参考文献 高橋善
弥 1962 p Js.89-92                          (八 巻正文 )



E.鳥

CS77地区5e層から鳥骨がまとまってたくさん (約300点 )出土した。これらの骨を各部位に

分け,さ らに左右に分けると表のようになり,少 くともこの層には14羽の鳥が投げ捨てられた

ことが知らオ化る。

鳥の骨の整理にあたっては,各層の骨をまず部位別に分類した。部位の名称は,広島大学生

物学会編 池田嘉平,稲葉秋彦監修 1971(昭和46年 )「 日本動物解剖図説」 p′.12 森北出

版株式会社 東京による。

種の同定は,国立科学博物館の長谷川善和先生に鑑定していただいた骨や,その後作った現

生の鳥の標本,キ ジ,ビロウドキンクロ,ク ロガモ等を参考にして行った。

撓骨 (図版XL)

遺物番号 1の骨の末端は平べったく,基端の突出部は嘴状で,骨全体の形はS字状に曲って

おり細い (最大径3.5mm)。

手根中手骨 (図版XL)

遺物番号 8, 9,11はアホウドリ。他の種の手根中手骨とくらべ表面がつるつるしておらず,

脈状の細い条が縦に走っていて粗い感じがする。

カモ類の手根中手骨は,長 さで分けると6 cm, 5 cm, 4 cm大 の 3つ に分けられる。

尺骨 (図版XL)

カモ類は長さで分けると1lcm,12cm大 のもの, 8 cm前後のもの,5.5cm大のものの 3つ に分け

られる。

大腿骨 (図版XLI)

カモ類は長さで分けると, 5 cm前後のものと, 4 cm前後のものに 2分 される。

睡骨 (図版XLI)

カモ類は長さで分けると, 7 cm大のもの,8.3～ 8.4cm大のもの,8.7～ 9.lcm大のもの,9.4～

9.5cm大のものに 4分 される。

足根中足骨 (図版XLII)

カモ類は長さで分けると,4.7～ 4.9cm大のもの,4.4～ 4.5cm大のもの,3.4～ 3.7cm大のもの

に 3ぢなさオ化る。

上腕骨 (図版XLII)

カモ類は長さで分けると,11.8cmの もの,9.0～ 9.2cm大のもの,6.5～ 6.6cm大のものに 3分

される。遺物番号100は ヒメウにくらべ大きく,ヒ メウより大きいカワウ或はウミウと考えられ

る。遺物番号1031よ カモにくらべ全体がほっそりしていて,基端末端とも小さい。遺物番号 107

の上腕骨では小突起の凸部は平べったい。



鳥口骨 (図版XLIII)

カモ類は長さで分けると3.7～3.8cmの もの,

れる。

4.8～ 5.lcmの ものに 3分 さ

(八巻正文 )

4.1～ 4.6cmの もの,



表 8 CS77地区出上の主な鳥骨

遺 物 番 号 層 位
立
ロ 位 左  右 季こさ (cm) 種

1 L5d 撓  骨 右 12 1

2 L5fi 右 67 カ  モ

3 L5e 左 7.8 カ  モ

4 左 8.0 カ  モ

5 左 52 カ  モ

6 右 53 カ  モ

7 L7 第一指 骨 左 22

8 bL4c 手根 中手 骨 左 10.3 アホ ウ ドリ

9 右 9,0 アホ ウ ドリ

0 L5d 左 6.0 カ  モ

1 bL5kι 左 10 3 アホ ウ ドリ

2 L5c 右 52 カ  モ

3 L5d 右 5.1 カ  モ

右 5.0 カ  モ

5 L5e 左 5_4 カ  モ

左 52 カ  モ

右 53 カ   モ

右 53 カ   モ

右 53 カ   モ

右 5_1 カ  モ

右 カ  モ

右 4 1 カ  モ

bL4c 第二指骨 右 58 アホ ウ ドリ ?

L5d 尺  骨 左 83 カ  モ

bL4c 左 12.4 カ  モ

L5d 左 13_3 ヒメウ

L5fi 左 12_4 ヒメ ウ

L4h 右 115 カ  モ

L5e 左 77 カ  モ

左 8_1 カ  モ

左 8.2 カ  モ

右 8.2 カ  モ

右 8 3 カ  モ

右 78 カ  モ

右 83 カ  モ

右 7.9 カ  モ

右 8_2 カ  モ

右 8.3 カ  モ

右 79 カ  モ

尺  骨 右 125 ヒメウ

左 55 カ   モ

左 5.6 カ   モ

右 5.5 カ  モ



遺 物 番 号 層 位 部 位 左  右 長 さ (cm) 種

L5e 尺  骨 有 5_5 カ  モ

右 55 カ  モ

右 56 カ  モ

L5d 大 腿骨 左 52 カ  モ

左 53 カ  モ

bL4c 左 50 カ  モ

L5d 左 4 ユ カ  モ

右 70 ウ

L4ロ 右 4_9 カ  モ

L5e 左 54 ヒメ ウ

右 5よ ヒメ ウ

右 5_4 ヒメ ウ

右 5_5 ヒメ ウ

左 5.0 カ  モ

左 5_1 カ  モ

左 5.0 カ  モ

左 4_1 カ  モ

左 3.9 カ  モ

右 5,0 カ   モ

右 5 2 カ   モ

右 4.8 カ  モ

右 49 カ   モ

右 52 カ  モ

右 4 2 カ   モ

右 4 2 カ  モ

右 43 カ  モ

L5d 膊  骨 左 8 9 カ   モ

L14c 左 9_5 カ  モ

L5d 右 9_1 カ  モ

右 8_7 カ  モ

L5e 左 10_1 ヒメ ウ

左 9_9 ヒメ ウ

右 9_5 ヒメ ウ

右 90 カ  モ

左 8 7 カ  モ

睡  骨 左 8 3 カ  モ

左 7 2 カ  モ

左 73 カ  モ

右 8 8 カ  モ

右 84 カ  モ

右 9.4 カ  モ

右 8.7 カ  モ

右 8.8 カ  モ

足根 中足 骨 左 4_4 カ  モ



遺 物 番 号 層 位 部 位 左  右 唇≧さ (cm) 種

L5e 足根 中足骨 左 4 9 カ  モ

左 4_9 カ  モ

左 4_7 カ   モ

左 4_5 カ  モ

左 カ  モ

左 4.4 カ  モ

右 4 5 カ  モ

右 4 5 カ  モ

左 3.7 カ  モ

左 3.4 カ  モ

100 L5d 上腕骨 左 159 ウ ミウ ?

左 118 カ  モ

L8a 左 30.0

103 bL4c 右 7.7

L5e 左 13 3 ヒメ ウ

左 125 ヒメ ウ

左 7.0 カ   モ

aL8d上 左 2.6

L5e 右 6.6 カ  モ

右 6.5 カ  モ

右 9.2 カ  モ

11 右 9_0 カ  モ

右 120 ヒメ ウ

L5d 鳥 [1骨 右 カ  モ

右 4.5 カ  モ

115 右 カ  モ

L5ハ 有 ウ

L5e 左 5.6 ウ

119 左 5_0 カ  モ

120 左 4.4 カ  モ

左 4 3 カ  モ

左 38 カ  モ

123 左 4 2 カ  モ

左 3_7 カ  モ

右 5_7 ウ

右 4 6 カ   モ

右 4.8 カ  モ

右 4.2 カ  モ

右 カ  モ

右 4 1 カ  モ

右 4 2 カ  モ

右 3.8 カ  モ

右 4_4 カ  モ

右 45 カ  モ



表 9 CS77区各層出上の鳥骨数
bL3c bL4c 4イ 4ロ 5c 5c～ e 5d

左  右 左  右 左  右 左  右 左  右 左  右 左  右 左  右

1頭 骨

カ モ ユ

種不明 1 1 1

3榊 権

4胸 椎 1

5撓 骨 2  3 3

8 第一指骨
9 手根中手骨

アホウドリ 1 1

種不明 1 2

10 第二指骨 1

12 尺 骨

カ モ 1 2 1

種不明 1 1

13 肩甲骨

15 腸 骨
16尾 椎
20 大腿骨

カ モ 1 ユ 1 3

ヒメウ

ウ 1

種不明 1 ユ 1 1

21 睡 骨

カ モ 2  2

ヒメウ 1

種不賜 1 よ 1

22 足根中足骨

カ モ 1

種不明 ]

24～ 27 足指骨

28 り, 骨 l 1  1

29 胸 骨 3 2

31 肋 骨
33 上腕骨

カ モ 1 1

ウ 1

種不明 1 1 4

34鳥日骨

カ モ 3

種不明 1

35 鎖 骨

36 頚 骨 ユ 1 1

42 方 骨 1

計 1 ユ 4 2 12 1



5fi ;Bh blと ,kI

▲ 有 左1 右 左  右 左  右 左  右 左  右 左  右 左  右

1.頭 骨 3 1 l

3.軸 椎

牛 胸 雑

5ィ儀 骨 5  3 l

3.第一指督 ユ

0.手根中手骨 14  .6 1

10第二指骨 1

12尺1骨

カモ S   14

セメウ 1 1

翻 1

13.1肩申骨 4  12

15.陽 骨 40 1

16.尾 催 4

26,大腰骨

カ モ 10  6

ヒ,ウ 3   1

蘇 明 1

21i艇 骨
カモ 5   G 1

とメウ 3

廓 明 1 ユ

22足脅市足骨

ウ 1 ユ 2

翻 14 8

24■27.星指骨

2魯 vF 骨 2   .6 l

4駒 骨 4

01,lJJ骨 3  1

33.■朧骨

カ モ 1 7

ヒメウ 3 1 1

種不明

34 鳥口骨

カモ 6   11

ウ 2   1之 1

穂不明

,5i鎮 骨 1  3 1 1 1 1

,a顔 脅 78 ク

4a方 脅 1

計 292 2 4 i 5 2



ab 全Led上 aLEd下 じLE0 10お
す0と 19b上

左1 右 左  右 左  右 左  右 左  右 左  右 左  右
= 
岩

i頭 1骨
8軸 権
4.随 推

5,1続 骨 1

8. 騨

9,手根申手骨

1む 1第二指骨

12_尺 骨
13.1肩甲骨 1

lj陽 骨

16.尾  惟

知i大腿骨

21,睡 骨 1 1 1

独 足根中足脅

24‐甑、1屋指骨

2&Vl骨

狩 ,胞  骨

3キ 朗 骨 1

33 上腕骨 1 1

34.烏―口骨

,S,錢 骨

難 ・腟泰骨 ユ 1 a 2

44方 骨

計 2 I 1 1 2 4 2



F.糞 石  図版XXXIX

総数46点。いづれも魚骨等の骨を多く合む。

出上した糞石の大きさはグラフの如くである。 1点だけ非常に大きいが,大きさの点以外は

他の糞石と違いがないように見える。

糞石が人間のものか,他の動物のものか,ERIC O.CALLEN(1967)に よって識別する方法が開

発され,最近盛んに研究されている。しかしこの方法では有機質が石化してしまったものは分

析できないので,こ れら大木囲貝塚出上の糞石に応用することができない。畑井小虎 (1970)

は大木囲貝塚などから出土する糞石は,イ ヌの糞ではないだろうかと述べているc現在のイヌ

の糞と比べると大きさ,形,骨が多いことなど類似する。

糞石の研究による多大の成果については,V.M.ブ ライアント」r/G.ウ ィリアムズ=デ

ィーン(1975)に よって述べられている。糞の参考文献としては,OLAuS」 .MuRE(1954)が ある。

国立科学博物館の吉行瑞子先生の御教示によれば,外国では糞学として研究されているが日

本では余 り研究されていないので自分で資料を集め研究する必要があり,出土する糞石をくず

してみて内容をしらべるとともに,何の糞かを見るには,形,捩れが重要なので糞石をくずす

前によく形,捩れを観察するようにとのことであった。犬の糞であれば,人間のそばにいるし,

人間の食べるものを分け与えられているので,人間の生活を知る上で重要な資料である。

(八巻正文 )
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図版H 昭和貶年度調査地区図及び山内清男博士発掘地点 (破線のI]の∫斤)
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2 断面 Bの写真

下層になるにつれて良い貝層が表れた

梵T77

l CS77地区の発掘範囲 (1× 2m)

a, bに 2分 し発掘した

断面の名称はA, B, C, D, E,

Fと した

3 仮の貝層保存小屋

～

土
　
轟

図版 III C S77地 区



山内清男博士の最初の発掘地点解説板

解説文は伊東信雄博「とによる

2 A地点 (人が立っている段)及び出上した

人骨を供養した小祠とクロマツ

B地点 (人が立っている所)

写真左に昔塩釜に通じた道がみえる

4 C地点 (人が立っている付近)

図版Ⅳ 山内清男博士の発掘地点



1

図版 V 昭和 3年の大木囲貝塚

大木囲貝塚から塩竃湾を臨む

A地点付近から撮影している。

人江をはさんで手前の畑は「おひなた」と呼ばれ

ている。

人江のむこうの丘は左道。

2 発掘記念

撮影 山内清男博七
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12 Lrに →1を Z巻にイ↓力H

14 Lrに  →rを Z巻

図版Ⅷ 縄文原体 とその回転圧痕

1l RHこ―>rを S光御こイ↓力口

13 RIに→ lを Z巻

9。 10-縄い縄と太い縄を撚る
■・ 12・ 13・ 14-I段の縄を軸とし, 0段の縄を巻きつける



15 Lrに を途中で軸にド「交させる

17 Lrに→  rを Z巻 →次にS巻

19 Rrlこ → rを S巻 し一>次にRに撚る

図版Ⅸ 縄文原体 とその回転圧痕
15。 16・ 17・ 18-I段の縄を軸とし,0段の縄を巻きつける 16・ 17-網 |ヨ状
18・ 19-0・ I段の撚りが同じ             19-0段 の縄が付加されているI段の縄を,■段にしたもの
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27 LRrに

霧↓
ＬＬｒ

図版� 縄文原体 とその回転圧痕
H段の縄を軸とし, I段の縄を巻く。軸とした縄の0,I段の撚りが,]じ。
H段の縄を軸とし, 0段の縄を巻く。軸とした縄の I・ H段の撚りがhdじ。



14d層

・ヽ

ヤ
イ

l L(1,r)に 1を Z巻  × 1

Lrに 1を Z巻 ×%

6 LRI ×%

4 RIコ rに 1を Z巻

7 Lrに rを Z巻次にS巻 ×%

図版�  C S77地区出上の上器



13 Lrに 1を Z巻  ×ユ

blX13 bナ碍

15 r(太 )に r(細)を S巻にし次にRに撚る × 1

× 1

図版�  C S77地区出上の上器

17 Lrに rを Z巻  × 1



RIと
l

Hド層

21 Lrに 1を Z巻にし

次にrを S巻 × 1

25 L rlこ 1を Z巻にし次にrを S巻

×%
図版XIV C S77地区出土の上器



b区 10b層

30 Rを Z巻にし次にS巻に ×%

a区 10b層

r

響華
鴬

34 Lrに 1を Z巻 ×%

図版XV C S77地 区出土の上器



b区 9b′層

３６

38 撚糸文

Lrを ″α″ι,29肪 ιCん

胎上に繊維を合む

×%

a区 9b′層

40 付加条縄文 × 1

b区 9a層
RLrに 1を Z巻  × ]

41 Lrに 1を Z巻  ×/

図版濁咀

43 Llに 1を Z巻  × 1

C S77地区出上の土器



a区 9a層

にLlを Z巻

× 1

46 Lrに rを Z巻  ×%

47 Lrに rを Z巻  ×%

48 Rrに rを S巻 し次にRを撚る

a区 8d中層

５

　

　

×

図版XVII C s77地 区出上の上器



61 表面に粘上組が貼付されている × 1

C S77地区出土の上器



atx8 d L尾畳

くばみのある突起
×%

口唇に粘土紐貼付 × 1

裏面に串あるいは櫛による刺突列点文がある

図版XLX C S77地区出上の土器



5ハ (5a,c,d,i,6a,b)層

76 口唇にもRLrの縄文がある ×%

図版 XX C S77地区出上の上器



b区 5 kl層

a区 5 kl層

RIを〃αTん29崩ιcん

胎土に繊維は含まれていない

×%

図版XXI C S77地 区出土の上器



92 底部の網代圧痕 ×%

図版XXII C S77地区出上の上器



4口 層 (4d,e,f,h)層

97 1ヨ縁那

太い粘上組 Lに細い粘上紐を貼付
× 1

99 口縁部 L端 につけられた文様
×必

太い粘上紐 Lに細い粘土組を貼付 ×%

図版XXEEI C S77地 区出上の上器



』
105 底部断面 ×%

角

‐―

〃

108 底部の網代圧痕

1



b区 4c層

t競
441畿 1lll

】狂4c層

図版ЮⅣ  C S77地区出上の上器



a区 4c層

底面の網代圧痕

b区 3c層

図版�ⅣI C S77地区出上の上器



図版mII c s77地 区出上の土器



3Ы膏

図版MIII C s77地区出上の土器



図版瓢 X C S77地区出上の上器



図版涎α  C S77地区出上の上器



151 有孔鍔付土器 ? × 1

図版渦盟  C S77地区出上の上器



クルミ

(種の鑑定は中条幸先生 )

2 CS77aL 8■ LIH上

クルミ核果破片

内

3   a

1 大木囲貝塚に現生するオニグルミ

表面の敏髪が深い

bと も大木囲貝塚に現生する

b 表面の敏髪が浅い

1本のオニグルミの核果

× 1

4 a横

ヒメグルミの核果

b  育打

(現生,仙台市 )
× 1

ノコギリガザミ

C S77aL 8■ LIH上

ノコギリガザミ右の可動指 × 1

6 CS77aL 8dL出 上
ノコギリガザミの右の不動指 ×2

図版MEI C S77地 区出上のクル ミ及びノコギリガザミ



ノコギリガザミむ現在

甲長10 6cm 甲幅16cm

那覇   ×%

ノコギリガザミ谷現在

甲長n4cm 甲幅17cm

はさみ右

邪覇   ×/

ノコギリガサミ♀現生

「長 9 7cn IF幅 14 8cm 那覇 ×%

キ一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

軽轟唾垂嘘一達獲違獲彊罐達一ノコギ帳卵醇

一≡彊≡軽．遠獲遠涯奎埋遠一
打帳卵
膝
躙

ガザミ♀現生

[ヨ f貫   8 cm  :口 中目  16 4cm

はさみ 右

ヒケ浜  ×%

♀現生が
２ｃｍ飾
右
務

ガ
２ｃ
５ｃ
右

×

ノコギリガザミむ現生
甲長 5 9cm
甲幅  9 cnl
はさみ 左
那覇  ×笏

タイワンガザミ♀現生
甲長 7 5cm 甲幅 16 5cm
はさみ 右
那覇  ×/

イよさみ井 b はさみ右

図版MIII ノコギリガザミ,ガザミ,タ イワシガザミの標本



クロア フ ど × 1

6 イシダタミガイ
× 1

lo スガイ × 1

11 タマキビガイ ×%

3 ベソコウザラ × 1 4 ユキノ

8 クボガイ × 1

5 マツバガイ × 1

カモガイ × 1
サガイ

× 1

7 コンダカガンガラ

12 オオベどガイ
× 1

13 ウミニナ
× 1
14 ホソウミニナ

18 カズラガイ × 1

図版 mlv c s77地 区出上の貝

19 イボニシ
× 1

16

ヤノミカニモリ

× 2

カ

17 ツメタガイ × 1 20 レインガイ × 1



22 カリガネエガイ
× 1

21 アカニシ ×%

24 ハイガイ × 1

27 キサガイモ ドキ
× 1

29 ホタテガイ ×%

図版脚  C S77地区出上の貝

26 イガイ ×%



30 イタボガキ ×/

32 トマヤガイ × 1

1 マガキ ×%

37 カガミガイ ×% 36 オキシジミガイ × 1

35チ ョウセンハマグリ ×%

39 シオフキガイ × 1

×%     42ヒ メシラトリガイ ×1

図版
―
 C S77地区出上の貝

33 タガソデモ ドキ

43 イナョウシラトリガイ

102

41 ムラサキガイ



44 マテガイ ×%

45オ オノガイ ×%

48 オオアカフジッボ × 1

ヤマ トシジミガイ

ウエ

49 ムラサキウニの棘 ムラサキウエの殻破片
a L10b出上   し14c出 土

× 1 50 ムラサキウエ (現生)× %

51 バフンウエの殻 × 1
し5 gh出上

図版 ―
II C S77地区出上の貝 ,

52 バフンウエ (現生)×%

フジッボ,ウニ



種不明
L6b出 土 ×%

2

サバ類
L4i出 土
× 1

6a
コショウダイ類似

L5el亀 :上
3

サバ類
aL8dと 出土
×%

× 1

コショウダイ類似
bL4c出上 × 1

4 スズキ類似
L5d出土 × 1

5 スヅキ類似
L5d,日上 × 1

クロダイ

Ｌロダィ‐２ｂ‐Ｈ務
９

％
ト

土
卜
．

イ
出
ダ

ｈ

ク

Ｌ角紐彩

ク

Ｌ

12 マダイ
L10ホ 出土
×必

13マ ダイ
L5d出上
×%

14 マダイ
aL5kt出 土
×笏

撃拶貿々E昇ご
8幹培を章弗上

券 �
21ア イナメ類似 22ア イナメ類似

a L10b出土  a L10b出 土
×1       × 1

図版― III

24ヒ ラメ・カレイ類
bL9b′ 1日 :L × 1

似
土
類
出

ナ

ー０

×

イ

Ｌ

ア

ａ

25 カワハギ類
bL8d
× 1

26 カワハギ類 ×1

C S77地区出上の魚

11 マダイ
a L10b出土
×%

し3 all_L

23 マゴチ L4h出 !上  × 1



魚骨

縛    鷺は

32 種不明
L5c出 土
× 1

×%

静武I馨燦
×%

種不明
L5c tH上
× 1

種不明

L5c出 上
× 1

種不明

L5c iH:L
× 1

炎石の大きさ

図販濁mX c s77地 区出上の魚及び糞石
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L5e出上   クロガモむ (現生 )

陽骨          ×%

クロガモ♀ (現生)

密

攀

ビロウドキンクロウ

ガ

(現生)

No48

籍

磯

鵞

譲

轟

どロウドキンクロウ谷クロガモ早クロガモ台

(現生)  (現 生) (現 生)
睡骨 左 ×%

埃

Nα62  クロガモむクロガモ♀どロウドキンクロウ

(現生) (現生)  (現 生)

大腿骨 左 ×%

Nα 76 No71    No81

No56       Nα 64      No65

大腿'I守   右 ×/

No85

睡骨 右 ×/

r

図版XLI C S77地 区出上の鳥



Ｎｏ９０

位

．
と

，

一

〓．
一盈

No91 クロガモむクロガモ♀ビロウドキンクロウむ

(現生)(現生)  (現■ )
Nα88

足根中足骨

右
ウ

・守霰ユ▼ゼ∵
≡≡・　
】隧彩

ウ

一　　　　　　　　　一・一．一．．一．・としクロガモ♀ビロ幽一

」５ｅ
晴
け

鵡

‐

一逮

た  ×%
岬
　
　
彩

足根中足骨

Nl1 103    Nl1 112

に腕骨 右 ×%

L5elH L ×ユ

No 108

L5e lH:L
× 1

図版 XLⅡ

クロガモ谷  クロガモ♀
(現生)   (現 ■)

ビロウドキンクロウむ

(現生 )

峰
■
機

露

No 109  Nl1 106    Nl1 100
に腕1=   左 ×/
C S77地区出上の鳥



鳥口骨 No■ 6  Nα  l15 No 133

クロガモ♀ ビロウドキンクロウむ

(現生) 左 ×% (現生)

クロガモ♀  ビロウドキンクロウむ

(現生)    (現 生)

No 130     Nα l14

右 ×/

顧

Nl1 118   No

鳥口骨

|||||||||||||―

クロガモむ

(現生 )

し5 elHtt  L 5 ghlH:L

鎖骨

クロガモむ

(現生)

×%

L5 e llli

胸椎

ぐ―ギ韻
L5e lttiL

軸椎

頚骨
図版XLⅢ C S77地区出上の鳥

× ユ
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I.ニホンジカ C9Tυvd ηゎpοη Temminck(第 1・ 2・ 3表 )

C S 77区 より出土したシカの遺存骨の破片数は33片であり,哺乎L動物のうちでは最 も多い。

体肢骨のうち同定できたものはすべて骨端部の小破片であり,骨幹部はほとんど合まれていな

い。骨幹部に相当する破片も認められるが,細かく割られたような状態であり,同定すること

はできない。これに対して顎骨および歯牙は比較的保存が良好であるといえる。乳臼歯を残し

た若い個体の下顎骨が 1点出土している。

下預骨のうち,下顎枝が欠損していないものは 1点のみである。この下顎枝の外面の咬筋の

着く所のやや上に水平に走る数条の切 り傷が残されている。L8d出上の下顎枝はちょうどこの

切り傷のある場所で折れている。頭蓋から下顎をはずす場合、咬筋を切断し,さ らに下顎孔付

近の比較的骨の弱い所で折 り取られることもあったのだろう。

2.ィ ノンシ S,s scTο 角 ′9切 cοηυdιαπ Temminic et Shlegel(第 4・ 5・ 6表 )

破片数は,シ カに次いで多く,シカとともに哺乳類の遺存骨の主体をなす。顎骨の全体に占

める比率はシカよりも高い。長骨の骨幹部の残存状態が良くないのもシカと同様である。顎骨

の観察によれば,乳臼歯とMlの萌出している例が 4例あり,若い個体の比率はシカの場合より

もかなり高くなる。

3.タ ヌ キ  Nγ  ιθ″9vι

“

d ρTOcυοyοηοテJθ d?サυ9T,η tts Temminic et Schttgel(第 7表 )

タヌキの遺存骨は11片出上しているが,肩甲骨 1例を除くとすべて頭骨である。体肢骨がほ

とんど合まれていないという事実に注意をしておかなければならない。発掘面積が小さく資料

が不十分であることによるかたよりなのか,今後の検討を要する。

4. ィタチ ルr2d ι9′α sJbJTJcα JttαιsJ Temminck

L14d.左下顎骨 1個 ,下顎骨長29.4

5。 ノウサギ L9,α d b″αcんy2Tvd Temminck

L7 左前上顎骨 1個

L8dc右下顎骨 1個

L8bc左下顎骨 1個

L8bの下顎骨は,切歯を欠くがほぼ完形である。

6.ク ジラ類 C9ιαc9α

L3a 椎骨 1個

類
！
し
》
す田甫



L4イ 推骨 1但 椎体長33..5

狩撫活動の対象はシカとイノンシが中心であった。長骨の保存が悪いのは,骨角器の材料と

して利用されたからであろう.。貝鳥具塚出上のイツシンの下顎骨の頭霊から下顎彦と,はずすた

めにつけら|れた切り傷について,金子洛昌は,脳館を摘出|するための作業の結果であると述べ

ている (金子1971】 今回の資料は,シカであったがiやはり同様の作業を想定させるもので―あ

る。タヌキは,シカ・イノシシに次いで多く出土している。タヌキは,集藩の1近くにすみ,人

間|の目にふれる機会も多かったと考えられる。その潟よりもとしろ毛皮を手に入れ,る ために補

獲されたのであろう。

(参考文献)

金 子 浩 ―昌 1971「勲物遺―存体J貝鳥貝家 ユ66-197

1/Jヽ林 和彦)

表 ! シカ上顎 ,歯牙

表 2 シカ下顎骨 '歯牙

下額歯列長.:
nと 1

L itt  R:右

( う!歯牙欠蕊

L R

Ma ME M】 P' Ｃ

・
C Pa Pa P・ MI Mユ Ma

L3●

M'

P4 P'

PC

MP

,.

P・

L4●

L19bT

L14な

L14,

L  15

L Ｒ

一

MI MB hrI PI Ps PP C I と C P2 P3 IP4 MI MⅢ IMa

P4 MI

L`●

PB

Lie PI P3 P2

し  タ

工 8d4

となd

bと13『下

L14a

LⅢl c

一
二離  れ:螂  末 :.細



表 3 シカ遺存骨

表 4 イノシシ上顎骨・歯牙

表 5 イノシシ下顎骨・歯牙

表 6 イノシシ遺存骨

頭  骨 環椎 軸椎 肩甲骨 上腕骨 撓 骨 尺 骨 中手骨 大腿骨 睡 骨 DF骨 踵  骨 中足骨
騰 考

ι ι T ウ ι ″ J ″ ι ι J T ど ι ′

L4ad

鹿角基部 1

(頬骨)1

1(類骨)

1

1

1

1

1

I

1 1

1

1

1

軸椎幅 590

尺骨上端幅 417

肩甲骨関節冑長 395

構岳下端幅 355
″       37 3

尺骨上端幅 297

睡骨下端径 354
″       36 0

慶骨長 101 0

L4c

L4c

L4イ

L5上

L5fi

L5j
L-5kl

L5ハ

aL 8とと

L8d

L14a

L14c

L R

M3 1ヽ2 MI P` P] P2 C 12 I r IZ I C Pl P2 P3 P( MI h4を M]

L3a

M2

P2 C

!

11

MI ( )

MSL4C Ml M2

L4c MS

L4h

Iv11

( ) (

L5kl M2

L5ハ

L8d

P2bL13b下

b L15

し

MI Iヽ? Ml Pl Pl P? 〔] 12 I h 12 Ia C Pl P2 P9 ItI】 M2 M3

L3a

Ml

M2 1ヽ1

b I, ( )
` )

( P,

M, 未

G

bL4 C

未 MI

し 5ハ

Ma

MI

Ml Ml

L8b

し14c

頭  骨 環椎 軸椎 肩甲骨 上腕骨 榛  骨 尺  骨 中手骨 大腿骨 睡 骨 Dl骨 踵 骨 中足骨 備 考

L4h

(側頭骨 )1

1

1

1

1

1 〕

1

肩甲骨関節寓長 455

横骨上端脇17,尺骨上靖納20

環推幅 960

踵骨長 920

L4イ

bL 5kI

L5ハ

L8a

aL8d上

し8c

Llo b

b し15



表
' 
夕貫キ遺存骨
下謀青体高 体厚 飩 嬢癬警罐幾溝 ) Mi歯冠長 歯冠幅

L. 3 e 下顎骨 L
上要旨 L
下鎮骨 R
肩申骨  L
下畿骨 点
卸鎮1旨  点
穂 骨 ■
下顎弩  L
下鎮骨 L
上簑骨 R
下顆骨 R

CP2PttP4MiMお )

&。・iPIMIM壱 )

tPBPューMIMう

CP3・…・・MIMう

飩 .I)

lP4MI)

蝉 r)

∈テl●'P'P4M■ )

lP4●lM'

1″.0

1714

16_-0

10・ .O

ａ
　
　
　
・＆
　
　
　
．５
．，

12,81

13.OI

12.5

12.0

■2,●

l.2.C

■2.5

6.0.

こ.51

5.4

5.5・

5.151

5.5

5`2

L4■
Ls‐ kl

L5'
L 7

LeO上

L .B `

L■2b



2a

盛

酔

彊

醸

ギ

1-9 ニホンジカ (1 ド顎骨 |

9 悟i号 R)
10～ 15 イノシン (10 下顎骨 R,

2 下顎骨R 3 ド顎骨L 4 11Hl1 5 肩吋1ギlL 7 尺li R 8 に骨 1.

ど 11 下顎|!L 12  ド顎14L 13 にユi骨 倶 14 L41掲 R 15  4ヽ11!L)

図版 XL Ⅳ 大木 囲貝塚 出上 の動物遺存体



10

翌
11

1-4 イノンシ (1 環椎 2 FB~「 Ftt L s 肩甲骨L 4 距骨R)
5・ 6 クジラ類惟骨
7～ 10 タスキ (7 ド顎骨R 8 下顎骨 R 9 上顎骨し 10 L顎骨R)
H イタチ下預骨 L  12・ 13 ノウサギ (12 下顆骨L 13 下顎骨R)
14 切り傷のあるシカド顎骨  15 遠位端に磨痕のあるシカ尺骨

図版 XL v大木 囲貝塚 出上 の動物遺存体



Ⅷ.貝

総数63点出土。内訳は,貝刃41点,貝輪18点,有子L貝器 4点である。

イ.貝 刃

二枚貝の腹縁部に押圧景」離による調整が加えられたものを貝

刃とした。総数41点のうち完形品は22点で,他は破片ないし切

片である。素材は,ハマグリ21点 ,チ ョウセンハマグリ20点 と

同数に近く,他の貝は全くない。殻種は20:20と LR全 く同数

である。大きさは最小のもので,長さ43mm,径 36mm,最大のも
図イ 貝刃の計測部位名称

ので,長 さ83mm,径 65mmで必ずしも大きさは一定してい

ない。(図 口)で見るとおり,大形のものはチョウセンハ

マグリを主体としている。径/長比はハマグリの方が高

い c

刃部の位置,製作技法,刃部の幅などから次のように

分類することができる。先ず第 1に ,刃部の位置はlA)腹

縁全般に及ぶもの18点,(B)腹縁の 4分の 3ほ どを占める

もの 6点 ,(clrn縁 の 2分の 1が刃部であるもの 1点,不

明16点 となっている。製作および調整技法としては,釘 )

腹縁の内外両面に調整が施されたもの19点,何外面にの

み施されたもの20点である。また,外面の刃部の状態に

ついては,(a)最初に荒 く象」離したあと細かい調整を加え 図口 貝刃の長径比グラフ

た二段階調整のもの (37点)と (b)単一の象」離調整で終っているもの (2点)と がある。さらに

は,刃部の幅を 0～ 2配程度のもの (13点 )と 2 mm以上のもの (26点 )に分けることができる。

これらを整理すると (表 1)の ようになる。これに時期と素材の問題を加味しても特に一定

の傾向を指摘することは,資料的にきわめて限定されているため困難である。しかし,今回の

調査分の概括的な特徴として指摘するならば,(1)刃部の位置は腹縁全般にわたるものが全体

の 7割を占める。(2)調整方法は二段階のものが 8割以上である。一段のものは,ハマグリを

素材とする。(3)両面調整と片面調整は同数だが,両面調整はチョウセンハマグリの方に多く見

られ,時期的には大木 3式期に多い。催)細分類すると,腹縁全般に刃部をもち,両面調整で,

外面は二段階調整,刃幅 2 mm以上のものが全体の 3分の 1を 占め最も多い。

擦痕および使用痕などについては明確に確認できるものがほとんどなかった。

器

〈長)

さラ)
＼ 、

｀

―単 _/



大木囲貝塚  C S77地点出土貝刃分類表

刃部の位置 調  整 刃部の状態 刃  幅 数 量
素 材 時 期

マグリ ヨ
ゥ セ

マ グ

テ

〈 大 木 3 大 木 4 不  明

A 腹縁全般 10

両面 2段
|

2 mm以上 8 3 5 5 2 ユ

以下 3 2 1 3 0 0

片 面 2段
|

以 上 5 3 2 3 2 0

以下 2 1 l 1 l 0

B 腹縁3/4(ω
両面 12) 2段

|

″ 以上 1 0 l 1 0 0

以 下 1 0 l l 0 0

脚
|

2段
|

″ 以上 1 0 l 0 l 0

以 下 2 2 0 l l 0

1段 以下 1 1 0 1 0 0

C 腹縁1/2(1) 片 面 2段 以下 1 ] 0 0 1

引D窃
両面 2f受 以上 6 1 5 3 3

脚
|

2段
|

″ 以上 5 3 2 1 4

以下 2 2 0 1 1

lf災 ″ 以下 1 1 0 と 0

E 不    明 2 ] 1 2 0

計 l

以上の分類に関し,堀野論文を参考とした。 (「仙台湾」創刊号 。1971)

なお,いずれも混貝土層,混土貝層からの出土物であり,破片のほとんどおよび完形品の一

部は徹底的なサンプリングと分類作業の結果確認されたものであり,貝層の調査などの時には

徹底的なサンプリングが必要であることを再認識しなければならないことを付言したい。

_デ考鬱 0

表 I

貝 刃 図 (1)

I : 1 : : l
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図版 No 層   包 時  期 素 材 殻 刃 部の位置 調  整 刃部状態 刃   幅 隔 考
1 L5, チ ョウセ ンハ マ グ リ L 腹 縁 全 般 両  面 二  段 3 mm 60× 67 光沢 あ り
2 マ   グ   リ L 6 ～ 8 mm G51× 90
3 aL 8d中 大末 3 R 3 ～ 5 mm 62× 52 やや摩 耗
4 チ ョウセ ンハ マ グ リ R 2 ～ 5 mm Gη×Gel
5 L10a 4 ～ 7 mm 78× 56 池沢 あ り
6 L 2 - 3 mm 83× 65 摩  耗
7 L14。 L 2 ～ 5 mm 穿 fL,光 沢
8 ハ マ グ リ L 2 5～  4 mm 651× 51 光  沢

貝 刃 図 (2)
※ ()は破損部の現長
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図版 No 層   位 時  期 素 材 殻 刃部の位 置 調  整 刃部】犬悪 刃    中B 鷹 考

aL 8d下 太 本 3 チ ョウセ ンハ マ グ リ 阪 縁 全 股 lm 向 74× 57 摩  耗

L10b マ   グ   リ 1 - 2 mm 55× は0 光  凩
R ユ ー 2 mm 56× 48 摩  耗

L5 大木 4 R 片  面 2 - 7 mm 59× 49 光  沢
L5j チ ョウセ ンハ マ グ リ L 1 5～ 4 5mm 10×はり 切片 ,光沢
aLユ Ob 大木 3 マ   グ   リ L 6り×につ

bL13b下 チ ョウセ ンハ マ グ リ L 3 - 4 mm 保 仔 艮

マ   グ   リ L 53× 43

貝 刃 図 (3)
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図版 Nα 層   イlV 時  期 素 材 般 刃務のイ立i虎 ,Jtl 整 刃郡状態 刃   幅 隔 考

aL 8d上 大木 4 マ   グ   リ L 腹 縁 空 般 片  而 二  段 51× 41 保存良
L14c 太木 3 チ ョウセ ンハ マ グ リ L 0 ～ l mm 68× 55

19 L 腹 縁 % ド∫ hi 1 5～  4 flm 71× 58 やや摩 耗
aL 8d下 L O - l mm 66× 53
L8a 大木 4 L ナ辛 顧 2 ～ 6 mm 80× 63 チ宰 茉[
aL 8d上 マ   グ   リ L O - l mm 47× 38

1120

貝 刃 図 (4)
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図版 No 層   位 時  期 素 材 殻 刃部 の位 置 調  整 刃部状態 刃   幅 長 ×径 備 考

aL 9a 大切く3 リ R 腹 縁 % 片  面 二  段 0 ～ l mm 58× 49 やや摩 耗
R 一  段 0 ～ 2 mm 58× 51 摩  耗

aL 8d上 R 腹  縁  % 二  段 1 ～ 2 mm 43× 36 保存良
L5宮 h 3 ～ 4 mm 831×は0 光 沢 ,破片

向  向 2 ～ 5 mm 似)× 90 やや療 耗 ,切片
L6b マ  グ  リ  ? 片  向 5 mnl 941× 00 光 沢 ,吸片

グ リ R 1 ～ 2 nm ¢0× Q9
L8a チ ョウセンハマグ リ? R ¢η×9η

31 L5f チ ョウセ ンハ マ グ リ R 両  面 3 - 5 mm 80× 90 光 沢 ,破片
aL 8d上 L 片  面 2 ～ 4 mm 61)× 35 摩  滅

貝 刃 図 (5)
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図 版 Nα 層   位 時  期 素 猶 設 刃耶の位置 調  整 刃 郡状態 刃   幅 長 ×径 傭 考

aL 8d上 大木 4 マグリ 向  曲 2 ～ 5 mn ?61× 991 摩顔 ,破片
aL 8d中 大木 3 マ  グ   リ L? 片  而 91)×¢31 やや磨 花 ,破 庁
bL8d R 661× 55 一部に リタッチ

aL 9a ナ ョウセ ンハ マ グ リ R 両  面 二  段 2 - 3 mm esl× 2ol 光沢 ,破片
aL10b R 2～ 3 mm 2el× GD

ハ マ グ リ R? 片  面 2 rnm G31× 10

bL13b下 3 ～ 4 mm 161× 21)
マ グ リ RY I向  上詢 3 ～ 7 mm 69× Q0

L 2 mm 80× 991

貝 刃 図 (6)
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貝 刃 写 真 (|)

li図 5 3:図 6

2:図 1 4:図 8
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5:図 7 8:図 20

6:図 3  9:図 18
7:図23 10:図 19

12b

ll:図 24
12:図 25

貝 刃 写 真 (2)



口.貝 輪 (図 1～ 18,写真 1～ 12)

貝輪は計18点出土した。

形態的には,lAl素荷の中央部を切りとった輪状のものと,(Bl半円

周形の帯状のものとに分けられる。素材は,イ タボガキ 7点,マ ガ

キ 6点,ハ イガイ,ア カガイ各 2点,ベ ッコウガサガイ 1点で,イ

タボガキ,マ ガキが圧倒的に多い。

lA)輪状のもの…計 6点あり,内径が輪の幅より大きいもの 4点 ,

逆に小さいものが 2点である。イタボガキ 3点,ア カガイ,ベ ッ

コウガサガイ,ハイガイが各 1点ある。いずれも貝の中央部を粗 図ハ 貝輪計測名称図

雑に打ち欠いたり,殻頂部を切りとっただけで,細かい調整や研磨などが施された形跡はほ

とんど認められない。内径も12～ 32mmと 小さい。

(B)帯状のもの…計12点で,ほ とんどが破片であり,基本的にはlA)に合まれるものが多いと見

られる。加工調整法から次の4つに分けられる。

①帯状に切りとって縁辺および全体を研磨したもの (7, 8)

②帯状に切りとって縁辺と殻表の一部を研磨したもの (9,10,H)

③帯状に切りとって縁辺のみを研磨したもの (12,13,14,15,16)

④素材の中央部を打ち欠いただけのもの (17,18)

素材としては,マ ガキ6点,イ タボガキ4点,ア カガイ,ハィガイ各 1点である。全般に調

整は①以外は粗雑なものが多い。輪の幅は8～ 19mmぅ 内径は30～ 40mr程度のものが多いよう

である。

ハ.有孔貝器 (図 19～ 22,写真13～ 16)

計 4点出土した。素梃はハマグリ2点,カ リガネエガイ,イ ボニシが各 1点である。このう

ち90のハマグリ製のものは,腹縁を帯状に切りとり,両端部に両面からの穿孔を施し,研磨を

加えたもので装飾品と考えられる。他のものは,素材の一部に一方からの穿子とを施したのみで

他の調整は全く見られない。いずれも大木 3式期のものである。

貝の同定は,波部忠重「貝」(標準原色図鑑全集① ,保育社刊 。1960)に拠った。

(岩渕 康治)
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図 HlxNo 層   位 時   期 素 秘 殻 形 研 磨 調 整 縦 ×横 肉   径 幅 備 考

大  木  4 イ タ ボ ガ キ L? 輪  状 外    縁 77× 60 32× 29 13～ 24 完  形
2 太  本  3 し 無 79× 65 23× 20 17～ 31
3 L8b 大  木  4 20× 14 16^-27
4 aL10b 大  木  3 8～ 11 破  片
aL8d上 大  木  4 ベ ッヨウガサガイ / 30× 24 18× 1 死  形

イ   ガ   ィ し 24× 34 12× 15 5-12

貝 輪 図 (I)
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図 版 No 層  t■i 時   期 1素      材 殻 形 研 暦 調 整 縦 ×横 肉   径 幅 備 考

イ  タ ボ  ガ  キ L 帝   状 全 体 47× 80 9 1 半欠 ,本来輪状 ?
8 aL 8d中 大  木  3 は0× 29 5 破  片
9 aL 8d上 大  木  4 イ タ ボ ガ キ ? 向縁 辺殻 表 に0×¢つ 8 1

10 aL 8d中 大  木  3 マ ガ キ ? 縁 辺 殻 表 80× はり

11 aL10b 縁 辺 殻 表 60× 90 8-

L5′ 大 本 40r3 縁 辺 |う×60 16～

L5j 大  本  4 イ タ ボ ガ キ R 6り×は0 8 半欠 ,本来綸状 ?

貝 輪 図 (21
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図版 No 層   位 時   期 素 材 殻 形 研 磨 調 整 廃   径 幅 隔 考

L6a 大  木  4 ガ 帯   状 縁 辺 G9× 9〕 16～ 17 破  片
bL 8d 大木 40r3 内 縁 00× 箪9

イ タ ボ ガ キ 縁 辺 00×α9 8～ 9
L4h 大  木  5 R 無 は0× 20 10´ヤ11

bL 8d 大 本 4or3 00× 20 5～ 7

〈有 コ ロ 器 〉
19 中央 部穿 孔 39× 19 15× 9

L9b 大  木  3 R 41× 34 9× 6

aL10b 帯   状 向 端 穿 子し eり×αり 35,25 向端破損

bL13b下 カ リガ ネエ ガ イ R 中央都穿孔
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Ⅸ.骨  角  器

計15点出土。内訳は,刺器 8点,装飾品 4点,釣針 1点,未成品 2点などとなっている。素

材は,ほ とんど鹿角ないし獣骨であり,鳥骨が若干ある。

イ.刺 器 (図 1～ 8,写真 1～ 7)

計 8点出土したが,形態および製作技法などから次の 3つに分けられる。

①鳥獣の長管骨を縦割りし,一端を尖らせ,研磨したもの。他端にはほとんど加工,調整は

加えられない。長さ1lcm以上の細長いものである。(1, 2, 3)

②獣骨の一端を尖らし,全体にていねいな研磨を施したもの。一端に穿孔されている可能性

あり。長さ7～ 10cm程度。(4, 5)

③主として鹿角を小さく削り,先端を尖らせ,ていねいに研磨したもの。長さ4～ 6 cm。 断

面やや扁平のものが多い。(6, 7, 8)

これらは,おおむね,先端部が摩耗もしくは横方向の擦痕の観察されるものが多い。

口.装飾品 (図 9～ 12,写真 8, 9,11)

(9,10)は 暗赤褐色を呈した同種の素材で,獣骨の鎖骨などを利用したもので自然に弯曲

している。(9)は ,細長い素材の両端付近に各々 2本の切りこみをつけ,側縁部を波形に加工

し,研磨を加えたものである。先端部には,長軸に直角方向の擦痕が認められる。他端が破損

して不明だが,櫛か第のような装飾品かと思われる。(10)は ,一端が破損していて全形は不明

であるが,一端部に両面穿孔の孔を有し,全体に研磨を加えたもので刺器の可能性もある。10

は,管骨を輪切 りにし,全体的に研磨を加えたもので管玉様の重飾的なものと考えられる。t動

は,魚椎骨の中央に小孔を穿ったものであるが,全体に磨耗が著しい。

ハ.釣 針 (図13,写真10)

釣部先端が破損している。素材は鹿角で,全体に加工時の凹凸が見られるが,研磨 もよく及

び,全体に均整がとれている。長さ61mm。 釣部付近には,擦切痕と研磨痕が見られる。大木 6

～10式に属する。

二.鹿角未成品 (図14,15,写真12)

いずれも,鹿の幼獣の角らしく,太さは13～ 17mmと 細い。10は基部に擦 り切り痕がある。他

に加工痕跡ナシ。10は鹿角の先端付近の部分だがほとんど加工の形跡は見られない。

(岩渕 康治 )
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図版 No 層   位 時   期 素   秘 れ霊    汚」 成   形 研 磨 長  さ 太   さ 備 考

L4ロ 大  太  5 獣    骨 束」  器 半切荒害1 一 片 半 部 2～ 8 完形 ,先端探 lR
L5d 鳥 管 骨 115 4～ 6

大  木  3 獣    骨 (143) 4～ 8 先端破損 ,先端探煩
L5? 大  木  4 先端 削 る 先 端 4～ 8
L7 た て 制 全 体 3× 7

aL 8d上 基部破損 ,先端擦痕
7 aL 8d中 大  本  3 鹿    角 完形 ,基部擦 切 , 扁 γ
L14d 獣    肯 3 ～ 7 5 際 痕

骨 角 器 図 (|)
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図 hla No 層   位 時   期 素   初 種   別 成   形 研 踏 長   さ 太     さ 傭 考

9 L9dll 大  本  3 獣骨 (鎖骨 ) 装 gF 品 半切荒 割 9 ～ 15 厚 2,一 端破須
10 穿 子と,全体研磨 巾 8 涯言2 先端 破 損

11 aL10b 島  冒  肯 輛 七Dり 全 体 10～ 13

12 L3a 大木 6～ 10 魚  権  肯 髪 飾 品 ? 中央穿孔 (径 21) (巾 11) 暦 耗

13 鹿    角 釣    針 粗割加工 全 体 ″ ～ 14 鉤 部 欠損

14 鹿角未成品 両端擦 切 無

大  木  3 無 6 ～ 16

骨 角 器 図 (21
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X.土 製
口
口口

計 9点出土。内訳は,土製円板 6点,土偶 2点,有孔土製品 1点である。

イ.土製円板 (図 1～ 6,写真 1～ 5)

縄文土器片を円形 もしくは楕円形に打ち欠き,周縁を研磨したものがほとんどだが,円板と

して最初から焼成したものも1点ある。土器片の研磨には,周縁全体にわたりていねいに研磨

したものと,単に凹凸をなくす程度にfHq単に研磨したものとある。使用上器片は体部破片が 3

点,底部破片が 2点である。大きさは,直径37～ 45mm,厚 さ13mm日町後とほぼ一定している。た

だし,(1)はやや大形である。(6)は楕円形で,表面に細い半裁竹管による刺突文がある。全体に

磨滅が激しく,その他の調整の有無などははっきりしない。大木 4式期のものである。他の土

製円板も,大木 4～ 5式期に属する。

日 土 偶 (図 7, 8,写真 7, 8)

2点出土。(7)は ,板状土偶の胴部から腕部にかけての部分と考えられる。片面がほとんど象」

落しているので詳細は不明だが,文様などはほとんど見られない。比較的大形のもののようで

ある。大木 6～ 10式期。偲)は ,変形菱形の板状土偶の一部で,腕部,首などを欠いている。全

体の 3分の 1程度の破片であろう。肩部から腕部にかけて帯状の範囲に,細い竹ヒゴ様のもの

で刺突した文様がある。大木 4式に属する。

ハ。有孔土製品 (図 9,写真 6)

横断面円形の紡錘形の破片で用途不明。中央部に焼成前の円孔が穿たれている。立像土偶の

脚部のようにも見えるが不確定。大木 3式。               (岩 渕 康治)

大木囲貝塚 CS 77地点出土土製品一覧表

凶 傲 No 層    位 時    期 素 材 種   別 調 墾 径 厚 備 考

1 aL4c 大  木  5 縄 文 土 器 体 郡 片 土製 円板 円 形 加 工,縁 辺 研磨 51× 48 13´ヤ17
2 L4ロ 13 完  形
3 L4h 縄 文 に 器 底 郡 片 45× 48 14 5

4 L6a 大  木  4 縄 文 七 器 体 部 片 34× 28 12-13 摩  耗

縄 X上 器 眠 部 庁 44× 42

6 L7 大  木  4 表 面 竹 管 刺 突 38× 25 13 5 摩  耗
7 L3 大木 6 or10 板状 土偶 ガ 63× 61 片 面象」落

8 bL 4c 大  木  5 肩 部 に 細 か い 刺 突 67× 67 13～ 14

9 bL5kl 大  木  4 中 央 部 円 孔 5 孔径 55,破 片
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2:図 2 6:図 9

3:図 4  7:図 7
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�.石

今回の発据では細かく層位ごとの発掘が行なわれており,土器型式にも違いがあるため細分

した層ごとに打製・磨製をとわずまとめて記述した。石器の名称については概ね従来の呼び方

にしたがったが,いわゆる「スクレーパー」等と呼びならわされているものについては二次加

工ある祭」片として記述した。

〈2層〉

石鏃 (No l～ 4)無 茎で三角形を呈するもの (No 3),無茎で快りのあるもの (No l.2),

両面加工で左右非対称のもの (No 4)にわけられる。No lは半両面加工で,No 2は先端と下部

が一部欠損している。

二次加工ある最]片 (No 5) 主要祭」象」離面の下端縁辺と背面下端,右狽」辺に細かい二次加工

がある。背面の加工から石鏃の未製品の疑いもあるが,そのまま使用された可能性が強い。

〈3a層〉

二次加工ある剣片 (No 6.8)No 6は劉片の打面から背面に二次加工が施されてステップ

フラクチャーを呈す。側辺にも細い二次加工が見られるが石鏃の未製品とも考えられる。

No 8は ,背面左側辺の下端にかけて特に細かく調整が行われていて,全体の形状はなぎなた

形になっている。右側辺にも軽い刃こぼれが見られ,縁辺の形も若干変化している。

両面加工石器 (No 7) 両画があらく加工されている。a面左側とb面の対応する部分には

細かい二次加工が見られる。特にb面右側辺下端はステップフラクチャーになって磨耗.してい

る。上半は折損している。

〈L3b層〉

独錯石状石製品 (No10)石材は疑灰質砂岩である。磨耗が激しく研磨の方向などでは不明で

ある。

決状耳飾 (No 9) 石材は縁泥片岩である。上部には補修のためにあけようとした穴が未完

成のまま残されている。 a面は深くb面は浅い。

〈aL3c層 〉

石槍 (Noll) 画面加工の尖頭器である。尖端部は丸みを帯びている。所々に新しい象」離面

がある他は青灰色のパテナに覆われている。

二次加工ある剣片 (No12) 象U片の主要象U離面左側辺と背面の周辺に二次加工を加えて尖端

部を作 りだしている。石鏃の未成品とも考えられる。

器



〈bL3c層 〉

石錐 (No13) つまみのある石錐である。錐の部分の磨耗ははっきりしない。

二次加工ある呆U片 (No14) 象U片の上下を折断した後に両狽」から二次加工されている。両側

の,折れは加工後 と考えられる。

(bLc層 〉

石刀 (No15) 薄 く研磨 されている。両側辺の磨痕がいちじるしい。元の形状は不明である。

〈L4口層〉

磨製石斧 (No16) 緑泥片岩製の両刃の磨製石斧である。 b面はかなり象」落しているが上部

の研磨痕から判断すると再利用を意図したことがうかがえる。 a面を見ると刃部に深い擦痕が

直角に走っている。擦切手法の可能性 もある。

二次加工ある最」片 (No17) 縦長争」片の主要祭」離面両側に不規則な二次加工が見られる他 ,

背面にも若干見 られる。

くL5fi層 〉

石鏃 (No18)無茎で快 り込みを有する石鏃である。先端を少 し欠く。No22,24に類似する。

〈6a層〉

石鏃 (No19)無茎で快 り込みを有する石鏃である。先端部が若干欠損する。

刃こばれを有する剥片 (Nα20) 縦長象」片の背面右側辺に二次加工とは思われない細かい刃

こぼれがある。

〈L8a層 〉

垂飾 (No21) 軟玉製でていねいに研磨 されている。全容は不明であるが央状耳飾の可能性

がある。

(aL8d上 層〉

石槍 (No25) 平行な平担祭」離が両面を覆っている。両側辺はほぼ直線的であるが基部が若

干細 くなっている。先端部に近づ くに従って薄 く整形されており,先端は磨滅 し丸 くなってい

る。

石鏃 (No22) 無茎で基部に扶 り込みを有する石鏃である。形態的にNo18,24に類似する。

先端と片脚が欠損している。

〈aL8b下 層〉

石鏃 (No24) 基部に快 り込みを有する無茎の石鏃である。

(bL8d層 〉

刃こばれを有する剣片 (No23) 自然面を打面とする幅広で打面部の厚い象」片である。両側辺

とも1こ軽い刃こばれが見られる。



〈aL9c層 〉

石鏃 (No26)無茎で挟 りを有する石鏃で一部に第一次景」離面を残す。

(bL9b層 〉

二次加工ある最」片 (No27) a面下部からステップフラクチャーを呈する加工が入る。右側

辺にも若干刃こばれ状の細かい象J離がある。上半は欠損しており,火を受けた損傷が a面に見

られ る。

〈bL9二 層〉

二次加工ある呆!片 (No28) 背面に b面の象」離痕を有する比較的厚手の祭J片である。主要象」

離面の末端が加工されており打面附近の磨耗が激しい。右側辺には細かい二次加工がある。背

面下部にも象」片象U離後の加工が末端から施されている。

〈b L10層 〉

石鏃 (No29) 無茎で快 り込みを有する石鏃である。両側辺が軽 く内わんし,先端へと続 く。

b面に第一次象」離面が残る。

〈b L13b下層〉

石刀 (No30)石刀の柄 と思われるが詳細は不明である。

〈L14c層〉

呆」片 (No32)末端がヒンジフラクチャーを呈する縦長の象」片でほとんど二次加工はない。

両側辺の象」離は新 しいものであるが,打面はとりさられている。

石鏃 (No33) 景」片の縁辺に加工を施し快 り込みを入れた石鏃である。両側辺は軽 く外わん

する。先端を一部欠 く。

〈L14d層 〉

石鏃 (No31)加工から石鏃 と考えられる。両側辺の加工はちょうど錯向象」離のようになっ

ており先端部は背面側につくり出している。加工はいずれも急角度で,象町片の上下を折りとり

加工したと考えられる。

箆】犬石器 (No34) a面はほぼ全面加工されている。b面は両側辺と上部にのみ加工がある。

〈層不明〉

凹み石 (No35)上下と両側面にかなり深く連続した凹みが見られる。

石鏃 (No36)無茎で快り込みを有する象J片である。狽」辺が一部鋸歯状を呈する。

二次加工ある剥片 (No37) 縦長象」片の側面から下部にかけて細かな加工を施して先端部を

作 り出しているため石槍の一種とも考えられる。

(梶原  洋)
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15'16 bL4c層   17 もL4 層
22 alゥ 8bヒ層   23 bL8d層   24
26 aL 9c層   27 bL 9b層   28
31・ 34 L14d層   32・ 33 L14c尾雪

9 ,10 L3b層    11・ 12 aL 3c泥雪   13・ 14
18 L5fi層   19。 20 L6a層  21 L8a層
aL 8d下層  25 aL8dL層
bL9層   29 bLlo層   30 bL13b下層
35～ 37 層不明

石 器 図 (2)

bL 3c層



石   器   表

層 位 名 称
大  き  さ

(長 ×幅×厚 )
石 質 備 考

1 2 層 石 鏃 2.2× 17× 03 頁 石

2 2.2× 17)(03 片脚欠損

3 2221× 1,4× 0.48

4 2.8× 21× 04 左右非対称

5 二次加工あるま」片 32)く 23× 05

6 3a層 28X23 × 0.6 石鏃未製品か ?

7 3 52〉く2 97〉〈0 頁 山石

8 54× 34× 07

9 3 b )彊雪 狭 状 耳 飾 幅 1.8× 厚 03 軟 玉 補修孔 ?(未通 )あ り

独 鈷石 状 石 製品 32× 20× 13 砂 岩

a3c層 石 鏃 5_5× 18× 06 頁 岩 一部偶然によるまり離 あり

二次加工ある割片 3.0× 25× 0.4 頁 岩

b3c層 石 錐 2.1× 24× 07 頁 岩

二次加工ある手」片 2 77〉く2 95》く0 97 両側欠損

b4c層 石 刀 4.5× 33× 07 粘 板 岩

b4C層 磨 製 石 斧 100× 45× 13 緑沢片岩 際切 ?

b 4層 二次加工ある劉片 53× 23× 08 買 岩 上部欠損

5fi層 石 鏃 28× 15× 0.15 不 明

6  a 層 18× 16× 0.5 チ ャー ト 先端欠損

刃 こばれある剣片 4.5× 2.4 × 0.45 頁 岩

8a層 致 状 耳 飾 ? 165× 1,9× 0,4 軟 玉

a8d上 層 石 鏃 29× 1.6× 04 頁 岩 一部欠損

b8d層 刃 こぼれある剣片 57)(4.6Xl,4

a8d下層 石 鏃 24× 1.4× 0.3

a8d上層 石 槍 99× 24× 10 一部欠損

a9c層 石 鏃 2.0× 1 38× 1.32

b9b層 二次加工 ある剃片 2_0》〈22X06

9 z層 ″ 象」片 59× 35 〉〈 1 6

b 10,冒 石 鏃 2 5× 2 2 × 0 35

b13b下層 石 刃 2.7× 27 × 14 欠  損

14d層 石 鏃 2.85×  1.6×  0 6 頁 岩

象U 片 57× 66X14

石 鏃 1.85× 1 6× 0 3 先端欠損

箆 状 石 器 2_7× 1 7 ×0_35

層 不 明 凹 み 石 12× 67× 54 砂 岩

石 鏃 21× 14× 02 頁 岩

二次加 :Lあ る剣片 55× 3.3× 0_8 主要剣離面に偶然による劉離あり
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